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說
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點
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カ
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ル
說
と
リ
カ
ア
ド
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に
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る
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カ
平
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フ
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シ
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ン
說.

ご

.物
價
と
爲
替
相
場
と
が
、
嘴
幣
の
價
値
即
ち
購
買
力
の
有
す
る
對
内
的
並
に
對
外
的
の
ニ
面
で
ぁ
る
以
上
、
爲
替
相
場
が
物
價
に
對 

し
て
何
等
か
の
關
係
に
立
つ
べ
老
こ
と
は
想
定
さ
れ
る
所
で
ぁ
つ
て
、
此
等
兩
者
の
間
の
關
係
は
、
旣
に
長
い
間
論
議
の
對
象
と
な
つ 

て
來
た
^
の
.で
あ
る

o 

_

購
買
ゆ
平
價
說
序
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四II 

(

六
九
八) 

:
:而

:1
...て
こ
の
問
題
'に
對
す
る
爲
替
學
說
の
態
度
を
觀
る
と
、
凡
そ
之
を
三
部
^
に
分
つ
こ
と
が
出
來
る
。
第
一
は
國
際
貸
借
説
で
あ 

つ
て
、
.こ
の
說
_で
は
、.
爲
替
を
ば
獨
立
の
現
象
と
認
め
て
其
の
物
價
と
の
關
係
を
全
く
不
間
に
附
す
る
か
、
浩
し
く
,̂
、
'爲
替
を
觉
因
.、 

物
價
を
典
の
船
果
と
觀
る
か
11' 1

者
孰
れ
か
の
取
扱
方
を
示
し
て
ゐ
る
。
言
は
V
國
際
貸
借
說
は
、
貨
幣
價
値
と
し
て
の
爲
替
相
場
を 

ば
、
商
品
側
め
事
情
か
ら
解
明
し
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
0
こ
れ
に
對
立
す
る
第
二
の
說
は
、
貨
幣
側
に
重
點
を
置
く
と
こ
ろ
の
ィ 

ン
フ
レ
ー
シ*
ン
說(rnaation 

t
h
e
o
r
y
)

で
あ
つ
て
、
因
果
關
係
を
物
價
か
ら
爲
替
へ
の
方
向
に
求
め
て
ゐ
る
。
第
三
の
說
は
、
以 

上
兩
說
の
中
間
を
行
く
折
衷
說
で
あ
つ
て
、
物
慣
及
び
爲
替
は
兩
者
各
々
原
因
と
な
り
得
る
も
の
と
認
め
る
か
、
或
は
兩
容
と
も
池
0 

共
通
の
原
因
に
迤
い
て
變
動
す
る
と
爲
す
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
三
部
類
の
說
が
そ
れ
ぞ
れ
幾
多
の
分
流
を
産
み
出
し
て 

ゐ
る
こ
と
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
い
所
で
あ
る
。

茲

に

取

摄

は

ぅ

と

す

..る

の

は

ィ
ン
：フ
レ
ー
シ*

ン
說
で
あ
る
が
、
そ
の
要
點
を
述
べ
る
と
、
此
の
說
は
•そ
の
名
稱
の
示
す
通
り
、
爲 

替
相
場
の
決
定
乃
至
變
動
を
ば
、
貨
幣
數
I:
'
及
び
そ
れ
に
伴
ふ
物
價
60
變
動
に
求
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
說
が
最
も
_ 

著
に
現
は
れ
る
の
は
、
紙
幣
木
位
制
度
の
場
合
で
あ
る
。
即
ち
紙
幣
本
位
國
の
爲
替
相
場
が
促
落
す
る
の
は
、
そ
の
對
内
價
値
が
做
下 

す
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
紙
幣
本
位
制
度
に
は
殆
ん
ど
常
に
貨
幣
數
！E
1J1
L
の
增
大
が
隨
伴
す
る

が
、

增
天
ず
れ
ば 

國
內
物
憤
の
騰
貴
を
生
ず
る
の
が
常
で
あ
り
、
物
價
の
騰
貴
は
貨
幣
價
値
の
鹿
下
を
意
味
し
て
ゐ
る
の
，で
あ
る
か
ら
、
從
つ
て
外
國
に 

..於
い
て
も
紙
幣
亦
對
す
名
評
價
を
低
卞
せ
し
め
ざ
る
を
得
な
い
，
と
觀
る

.

•の
で
あ
る
。
斯
る
觀
方
に
從
へ
ば
、
紙
幣
本
位
の
爲
替
相
場 

の
！！

復
を
齎
ら
す
に
は
、
貨
幣
數
量
を
縮
少
し
て
貨
幣
價
値
の
上
昇
を
圖
る
の
外
途
取
な
い
譯
で
あ
る
が
、
斯
る
國
に
於
い
て
貨
幣
數

量
の
大
规
模
の
醏
少
を
行
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
な
場
合
が
多
い
.の
で
.あ

る

か

ら

、
結

局

平

，價

切

下

(Devaluation; 

a

i

r 

vat,ion)

の
如
き
方
策
を
採
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
な
る
の
で
あ
る
。C

骷
ー〕

こ
の
點
に
於
い
て
は
、
國
際
貸
借
說
が
、
國
際
收
支
の 

改

善

に

.爲

智

囘

復

の

唯

一

の

■要
因
を
求
む
る

の

と

對
照
さ
れ
る

の

で

あ
る
。
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,

CE
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'
>
Kに
從
ふ
と
、
イ
ン
フ
レ
！
ン
日X

說
ビ
.は
ニ
0
の
類
型
が
あ
み
。
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(

独
ニ)

1
け
購
貿
カ
平
憤
說(

自

§
7 

0
£セ

&

|

為 

グ parity 

HIleorie 

d
er 

K
a
u
f
k
r
a
f
t
s
p
a
d
a
t
)

で
あ
り
、
他
は
爲
替
平
衡
說
'(T

h
e
o
r
y

 

o
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 e
x
c
h
a
n
g

.o>
e
q
u
i
l
i
b
H
U

B-.
)

.で
あ 

る
。
'
.
_
買

カ

平

價

說

：は

後

述

S

如

く

*

一 

般

物

R
指
數
を
恶
礎
と
し
、
且
つ
物
價
か
ら
爲
替
相
場
に
及
.ぼ
ず
因
果
關
係
だ
け
を
容
認
す 

る
の
で
あ
る
。
是
れ
に
對
し
て
"
爲
替
平
衡
說
は
ビ
ダ
ー
：が
其
の
論
文
に
於
い
て
命
名
し
た
も
の
で
あ
つ
て
&

ー5
、

こ
の
說
は
國
際 

的
に
取
引
さ
れ
る
財
貨
の
み
の
價
格
を
其
の
蕋
礎
と
し
セ
居
り
、
因
集
關
係
は
物
債
と
爲
替
と
の
兩
者
孰
れ
の
方
向
に
も
認
め
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
？
.そ
れ
に
も
拘
ら
ず
此
の
•說
が
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
9
ン
說
に
加
へ
ら
れ
る
の
を
安
當
と
す
る
所
以
は
他
で
も
な
い
。
即
ち
、
 

此
.の
說
の
論
容
は
、
國
際
收
支
•が
イ
シ
フ
.レ
1

シ
ョ
：ン
と
は
.別
に
、
爲
1
1相
場
の
©
下
.及

び

國

內

物

價

の

.
_
貴

を

招

來

し

得

る

こ

と

を 

否
定
は
し
な
い
け
れ
，芒
も
、
而
も
猶
ほ
大
戰
後
ョ
ー
口
ッ
バ
大
陸
諸
國
の
：經
驗
に
：徵
す
れ
ば
_;'
'
.貨
幣
侧
要
因
の
方
が
ょ
り
"强
カ
で
あ
る 

こ
と
を
ぼ
、

I

般
に
强
調
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
？ 

■
■ ■
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併
し
な
が
黑
々
^

.
購
J

平

傷

.

ィンフレ日
ン

^

の
中
植
で
あ
り
、
又
そ
の
4
|)
>
精
練
さ
れ
た
理
論
で
あ
っ
て
、 

,
爲
替
平
衡
說
は
寧
意
の
.派
出
的
修
正
营
考
.へ
.'る
，の
；で
あ
る

,0
.殊
t

 

ノ
世
雜
大
戰
士
共
；.

に
：諸
國'

Q

貨
幣
制
度
は
一
様
に
金
と
の
連
鎖 

を
雜
斷
し
栩
度
のi

b
®

に
陷
つ
た
結
果
' 

.
世
界
の
爲
替
相
場
は
其
安
定
點
を
失
ひ
、
就
中
交
戰
諸
國
の
.そ

れ

は

慘

落

§
.淵

に

沈

淪

し 

た

。

斯

る

際

に

，

ィ

シ

K

レ
丨
シ.'•
■
«ン

說

が

購

買

力

平

償

說

海

態

|

づ

て
#
現

し

、
粉
々
：た

る

諸

說

0
中
：に

最

も

讓

|

論

を 

展K
.

起

§

1

,
か
ら
、
此
の
說
が
世
人
.

I

i

l

,
鬢

ヵ

平

價

說

.：
- 

:

■'
, 

;

. 

•
, 

•

•
、

r

ノ
カ
夕
セ
へ
ル
說
の
要
點
.：

,
-
:

:
 

,

:

騰
貝
カ
平
價
說
の
代
表
者
と
し
て
ノ
今
日
1
般
把
異
論
な
く
認
め
ら
れ
る
主
張
者
は
、
ス
ト
>
.ク
ホ
ル
ム
大
囊
授
グ
ス
タ
フ
•
力
ッ

セ
ル
'で
.あ
'
.る
。
楚
に
こ
の
.說
は
.力
-ッ
セ
ル
ど
共
に
興
り
、
そ
の
名
と
共
に
喧
傳
さ
れ
.て
ゐ
る
と
.言
つ
て
ょ
い
。
彼
が
此
の
種
の
說
を
初

‘め
セ
公
.：に
し
^
の
：は
.一
九一,

六
年
.の
，こ
と
.で
あ
つ
.た
が
、
當
時
の
事
態
.は

「

世
典Q

麗

を

ば

相

場

i
物

價

と

、

；

の
.關

播

に

集

注

せ

し

め

た
顯
著
な
特
•殊
の
場
合」

だ
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
所
論
も
初
め
は
主
と
し
て
當
商
の
問
題
に
對
す
る
政
策
的
考
究
に
基
く
も
の

で
あ
つ
た
。
然
る
に
其S

後
著
は
し
た
.數
次
の
論
作
を
經
て
、
漸
次
そ
の
理
論
的
體
系
を
着
し
、
結
局
、『

「

九
一
四
年
後
の
貨
幣
及

び
外
國
爲
替』

(
.一

九1
1

ニ
年)

な
る
綜
括
的
著
作
の
出
現
を
見
る
に
至
つ
た

O

S

一)

故
に
兹
で
は
主
と
し
て
此
の
代
表
的
著
作
に
據 

ら

て
. «

の
所
說
- ^

窺
ふ
こ
と
夂
す
る
0

r 

'ハ̂

|
)

カ
ツ
セ
ル
カ
英
語
を
^-
て
發
表
し
た
最
初
の
論
文
は
交
！
^
 Present positî

l 

of Foreign 

Exchanges:, 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

Journal

March 1916.

で
あ
っ
て
、
其
の
後
數
间
同
誌
に
寄
稿
し
て
ゐ
る
。
更
に
名orld-s Monetary Problem, 1922.(
一
 
九
ニ 
0
年
ブ
ラ
ッ
セ
ル 

財
政
會
議 

提
出
し
た
メ 

モ
ラ
y
ダ
ム

)
and jpordgn Exchange .after 1914,1922; Theoletrsche sozial&konomie, 3. 

A
UF*
, 

、1923.

等
の
系
統
的
述
作
が
公
に
さ
れ
、
そ
の
.見
解
は
漸
次
裡
論
的
精
緻
を
加
へ
る
に
至
っ
た
。
 

,
、
'

ヵ
ッ
セ
ル
は
、.初
め
の
頃(

一
九1

六
、
一
七
®

に
は『

理
論
的
爲
替
相
場』

(Theoretical exchange rate)

と
言
っ
て•『
膦
貢
カ
平 

債』

と
は
謂
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
語
を
初
め
に
用
ひ
た
の
は
一
九
一
八
年
の
論
文
2 Abnormal Deviation 

in 

International 
Exchanges

.3.wconioJoumal, Dec. 191s.

に
於
い
て
夂
あ
つ
た
。(Money and foreign Exchange after 1914, !>•1S2)
又
そ 

.

の
m
本
思
^
の
述
.ベ
方
も
變
化
し
て
ゐ
る
の
で
.あ
っ
て
、
例
へ
ば
最
初
の
論
文
に
於
い
て
は
、
.-互
ひ
に
獨
立
し
た
紙
幣
を
有
す
る
甲
乙
ー
ー
國
あ 

る
場
合
に
、
甲
國
貨
幣
の
乙
阙
に
於
け
る
價
格
は
、H-

國
に
於
け
る
一
般
物
償
の
高
さ
に
反
比
例
す
る
し
、
又
乙
國
に
於
け
る
物
償
の
高
さ
に 

.
比
例
す
る
。
故
に
甲
5
ー
國
間
の
均
遵
替
姻
場
は
*
兩
國
.に
：於
け
る
一
股
物
償
の
高
さ
の
間
の
商
に
ょ
っ
て
決
诺
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ」

と一K 

.

.ふ
や
ぅ
'に
述
べ
て
ゐ
る
。
然
る
に
一
九
ニ
◦
年
の
ブ
ラ
.5
,
セ
ル
.財
政
會
議
に
.提
出
し
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
以
後
に
於
い
て
は
、
平
價
は
物
償
水
！f 

の
商
と
し
.て
ま
接
算
出
さ
れ
ず
、
關
係
二
國
の
ィ
ン
ブ
レ
ー
ゾ
9
ン
の
.锃
度
の
間
に
於
け
る
商
を
ば
舊
爲
替
相
場
に
乘
じ
た
る
も
の
に
等
し
い 

と
さ
か
て
ゐ
る
。
即
ち
彼
の
說
も
、
絕
對
的
瞵
貢
力
平
償
說(absolute)

か
ら
、
比
較
的
_
貢
カ
平
債
說(cipara

p-.
v
o

へ
進
展
し
た
の
で 

あ
る
。(Howard S. .EIHS,. German .Monetkry Theory/pp. 207.

B
‘參
照)

:

力
ジ
セ
ル
が
旣
揭
の
罾㈣
の
論
文
を
③
表
し
た
當.時
、
其
の
說
は
高
田
保
馬
傅
士
に
ょ
っ
て
我
が
國
に
紹
介
批
評
さ
れ
た

O
S
濟
論
叢
、
大 

,

''
;芷
八
®

一
月
號
、
同
傅
十
：著|

經
濟
學
餅
講』

，第11

ー
卷
、
一.一

I

五
〇
頁〕

次
い
.で
山
崎
覺
次
郞
搏
士
は.論
文『

隣
貢
力
平
惧
說』C

經
濟
學
論
集
、 

大
正
ニ
年
一
〇
月
號
、

『

若
干
の
貨
幣
問
題

』

.に
I
.
さ
る〕

に
於
い
て
、
：精
細
な
紹
介
と
周
到
な
折
衷
的
枇
判
.を
述
べ
ら
れ
た
。

ヵ
ッ
セ
ル
に
從
.，ふ

と

、
爲

替

相

場

.は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
と
言
ふ
問
題
に
對
レ
て
、
單
に
貨
幣
に
®
す
る
需
要
供
給
を
指
摘 

膦
貢
ヵ
唞
價
說
序
說
 

皿

(

セ

0

一)



職
質
力
平
l
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.
-

四
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す

る
丈
で
气
I

不
滿
碁
囘
答
を
し
か
得
ら
れ
な
'い
。
そ
れ
は
、
財
貨
Q

I

Q

I
に
對
し
.て
、

.

そQ

も

Q

S
す

る

霞

羃 

給
を
適
用
す
る
場
<

2
同
様
.で
あ

.

.る
。

_

ち
斯
く
の
如
く
解
釋
す
る
：場
合
に
は
、
爲

替

羅

の
.有
す
べ
き
襄
要
な
.一
面
が
逸
肥
し
て
了 

ふ
換
言
ず
れ
ば
、
そ
れ
は
、
爲

羃

場

の

_

な

地

位

そ

の

も

の

，が

如

何

に

し

て

決

定

さ

：

れ
る
か
、
と
言
ふ
問
題
で
あ
る
。
而
し
こ
の 

問
題
は
、
.更
に
一
歩
を
進
め
て
、
何
故
外
國
貨
幣
に
f

て

一
定
の
價
格
が
支
拂
は
れ
る
か
と
言
ふ
問
題
に
答
へ
な
け
れ
ば
、
間
明
.さ 

れ
る
こ
と
か
出
來
な
い
と
言
ふ
0
で
あ
る
。
パ
駄
一)

從
づ
て
、
世
界
大
戰
が
吾
々
に
®
ら
し
た
像
替
問
題
を
明
日
に
理
解
す
る
た
め
に 

も

先

.つ:「

外
國
通
貨
が
養
さ4

る
の
は
何
を
以
て
其
の
主
た
る
理
由
と
す
る
か
、
並
に
其
通
貨
の
對
內
價
値
の
變
動
が
、
，そ
の
も 

の
に
對
す
る
需
要
に
如
何
な
る
影
: ®
を
與
ふ
る
か
、
.を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

(

註
ニ〕

と
臂
ふ
の
で
あ
る
。

(

註 1
1
)

p p
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s
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.

茲
に
彼
.の
所
說
の
出
發
體
が
在
る
の
で
あ
る
が
、
姑
ら
く
そ
れ
に
從
ふ
と
、r.

吾
々
が
外
國
貨
幣
に
對
し
て
敢
て
一
..定
の
^<=.ビ

支
拂 

は
ん
と

す

る

は
結
局
此
の
貨
幣
か
當
該
外
掘
に
於
い
て
期
貨
及
び
勞
務
に
對
し
て
購
貿
ガ
を
有
す
る
と
い
ふ
、
歌
實
吧
埽
ょ
ら
れ 

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

一
.方

吾

々

が

畠

貨

幣

の

：若午
量
を
提
供
す
.

I
合
に
.社
、
昌
に
於
け
る
財
貨
及
び
勞
務
'に
對
す
る
購
買
力
を 

現
實
に
提
供
し
て
居
.る
の
で
.

1
。
そ
れ
故
に
、
*

國
1

を
似
て
表
字
る
外
國
通
貨
の
評
價
ば

、

主
と
し
て
、
此
等
通
貨

f

 

が
そ
れ
ぞ
れ
i

國
に
於
い
て
有
す
|

貢
力
.の
'比
率
に
：據
f

の
で
I

O

こ
れ
は
、
一
B

間
の
馨
相
場
を
決
定
す
る
第
一
、の
I 

つ
最
も
本
源
；̂
な
根
據
で
あ
る
が
、
唯
そ
れ
丈
で
は
来
だ
十
分
で
な
い
。
藉
し
外
闕
通
貨
を
所
有
.す
る
と
一
其
，ふ

こ

と

は

、
：
营

所

肓

者

が
外
國
に
於
い
て
其
0
通
貨
を
以
て
購
ひ
得
ら
る
\
財
貨
及
び
勞
務
に
對
す
る
直
接
の
處
分
權
能
を
自
國
內
に
於
い
て
有
し
て
ゐ
る
、 

と
茇
ふ
こ
と
：を
意
味
し
て
<は
居
ら
ぬ
。
而
し
て
斯
る
處
分
權
能
を
獲
得
す
る
が
爲
に
は
幾
多
の
闲
難
が
坐
ず
る
で
あ
ら
う
が
、
.
.此
等
の
.
 

困
難
は
外
國
通
貨
の
評
價
.に
影
響
を
與
へ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
.例
へ
ば
、

一ー
國
の
經
濟
狀
態
の

差
興
、
.殊
に
運
輸
及
び
關
税
.
 

上
の
.差
異
は
標
準
的
爲
替
相
場
を
し
て
、
兩
國
通
貨
の
對
內
的
購
買
力
の
比
率
か
ら
或
る
程
•度
ま
で
離
間
せ
し
む
る
で
あ
ら
う
.。ノ 

.

.

「

併
し
な
が
ら
、

A 

B一
 1

國
間
に
典
型
的
な
自
由
貿
易
が
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、.：

其
の
間
に
何
等
かQ

爲
替
相
場
が
成
立
す
る 

で
あ
ら
ヶ
が
、
.
此
の
相
場
は
、
些
少
の
，動
搖
を
除
外
し
て
観
れ
ば
.
兩
國
通
貨
の
購
買
カ
€>
何
れ
か
に
.變
動
の
坐
じ
な
い
限
，り
、
且
つ 

貿
易
上
.に
何
等
の
：障

碍

の

起

ら

ぬ

限

り

、

不

變

の

儘
存
す
る
で
あ
ら
う
。
今
若
し
A
國
通
貨
の
膨
脹
が
起
り
、
從
つ
て
典
の
購
買
力
が 

減
少
す
れ
ば
：、
八
國
通
貨
の
3
國
に
於
け
る
價
値
は
必
然
同
一
の
割
合
を
以
て
下
落
す
る
で
あ
ら
う
。
.又
若
し
同
時
に
B
國
通
貨
が
膨 

脹
を
起
し
て
北
ハ
0.
購
買
カ
の
減
少
を
，來
た
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
其
の
結

银
と
し
て
、
八
國
通
貨
の
5
國
に
於
け
る
價
値
は
明
か
に
比 

例
的
割
合
を
以
て
騰
貴
す
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
八
國
の
膨
脹
が 

一•〇
〇
に
對
す
る
三一

一〇
、
B
國
の
そ
れ
が

一〇
〇
に
對
す
る
ニ

四 

〇
の
割
合
に
達
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
新
爲
替
相
場
は
2

國
逋
貨
の
3
國
に
於
け
る
相
場
を
採
つ
て
み
れ
ば)

舊
相
場
の
四
分
の
三
で 

あ
ら
う
9

其
處
で

次
の
如
き
原
則
が
樹
て

得
ら
れ
る
、
即
ち一

ー
國
，の
通
貨
が
膨
脹
し
た
場
合
に
は
、
標
準
的
爲
替
相
場
は
、，
舊
相
場
に 

兩
國
膨
騰
荦
間
の
商
を
乘
じ
た
も
の
と
等
し
く
な
る
で
あ
ら
う

.と 
一

K

ふ
こ
と
で
，あ

る

。

勿

論

此

の

.
新

た

な

標

準

相

場

か

ら

離

れ

る

こと 

は
常
に
あ
る
で

あ
.ら
う
し
、
又

其
の
開
き
が

過
渡
期
に
は
.可
な
り
大
で
あ
る
と
考
へ
ら
る
、
。
け
れ
ど
も

上
記
の
方
法
を
以
て
箅

出
さ 

れ
た
相
場
は
ノ
兩
國
通
貨
の
間
の
新
た
な
平
價
フ
即
ち
爲
替
相
場
が
全
く〕

時
的
の
動
搖
に
も
拘
ら
ず

常
に
歸
着
せ

ん
と
す
る
均
衡
點 

膦
買
カ
平
偎
說
序
說
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四)

ど
看
做
さ
れ
な
け
ル
ば
な
ら
ぬ
.。
：
此
の
平
價
：を
購
買
力
平
圓
と
名
付
け
る
O
. 

V

,

.

「

大
戰
中
各
國
通
貨
.の
購
買
力
6
、
.支
拂
資
料
の
供
給
過
增
の
爲
に
、
其
の
程
度
に
こ
そ
相
違
は
あ
^
、
.著
し
く
減
少
を
承
し
た
0 

從
つ
て
購
貢
力
平
傻
も
大
な
る
變
動
を
受
け
た
の
で
あ
る
P
然
る
に
紙
幣
通
貨
制
度
の
場
合
の
標
準
的
爲
替
相
場
は
こ
の
購
買
力
平
匿 

に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
办
る
か
ら
、
今
0'(

戰
後
紙
幣
本
位
、の
當
時)

標
準
的
爲
替
相
場
と
着
做
さ
る
、
，P

の
がC

嘗
て
檩
^
砠 

場
と
，し
て
吾
人
の
熟
知
し
た
も
の
と

は

全
く
異
る
C
と

を

十

分

知

悉

し

置

く

こ

：と

は

、
：
理

論

上

に

も

實
際
上
に
も
遥
だ
重
要
な
る
こ
と 

:

で
あ
る
。 

：

).:

.

.

「

兎
に
角
右Q

如
き
購
貢
ヵ
平
慣
を
#
出
す
る
が
爲
に
は
、
現
在
に
於
け
る
實
锻
購
買
力
が
變
動
し
た
か
何
ぅ
か
、
S

增
大
し
て 

ゐ

る

か

下

落

し

て

.ゐ

る

か

を

知

ら

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

o
換

言

す

れ

.ば

貨

幣

購

買

力

測

定

の

標

準

を

必

要

と

す
る
が
、
こ
の
標
準
と
し
て 

選
ば
れ
.る
も
の
は
、
國
際
質
易
が
或
る
均
衡
を
支
持
し
た
當
時
の
爲
替
相
場
、
從
つ
て
其
當
時
標
準
と
な
つ
た
相
場
で
あ
る
o
斯
る
® 

場
か
ら
蠢
し
て
そ
れ
以
來
兩
國
貨
幣
攥Q
下

落
し
た
麗

美

慮

す

れ

ば

、
現
塵
準
相
場
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
相
場 

に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
唯
正
確
を
期
す
る
に
は
-
他
の
事
情
に
全
く
變
化
が
な
か
つ
た
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し 

も
作
れ
の
國Q

物
慣
も
其.

Q

相
對
的
關
係
に
於
い
て
は
不
變
で
あ
る
が
、
た
上
樣
に
騰
貴
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、 

該
兩
國
間
0.
貿
易
の
均
衡
に
變
化
な
し
と
觀
る
を
妨
げ
な
い
。
其
處
で
此
の
場
合
に
は
、
爲
替
の
標
準
點
は
、
上
說
の
如
く
一 

函
の
貨 

幣
價
値
下
落
の
割
合
丈
移
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
普
であ

..
る
。
是
れ
に
反
し
て
、若
し
一
一
國
の
物
債
が
相
對
的
に
移
動
し
た
と
す 

る
な
.ら
ば
、
此
の
事
情
は
恐
ら
く
そ
れ
_
身
兩
國
質
易
の
均
衡
に
影
響
し
た
で
あ
ら
う
し
、
又
爲
替
の
標
準
點
に
何
等
か
の
動
搐
を
與
、

た
で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に
世
界
大
戰
0
勃
發
以
來
惹
起
し
た
賀
幣
價
値
の
低
落
は
異
常
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
國
に
依
り
て
其
の
程 

度
を
非
常
に
異
に
し
た
か
ら
し
て
、
そ
れ
が
爲
に
_
成
さ
れ
た
爲
替
の
動
搖
は
最
も
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
に
、
先
づ 

第
一
に
こ
の
.動
搖
丈
を
考
慮
に
容
れ
る
を
以
て
至
當
と
す
る
。
即
ち
、
新
た
な
購
買
力
平
價
を
塔
ら
各
國
貨
幣
價
値
の
相
對
的
低
下
に 

恶
い
て
算
出
す
る
を
以
て
至
當
と
す
る
。
此
の
平
價
は
何
れ
の
場
合
に
も
大
體
に
於
い
て
新
た
な
爲
替
標
準
點
を
示
し
て
居
る
も
の
で 

あ
る
が
、
先
づ
初
め
に
斯
る
標
準
點
を
決
定
し
、
而
し
て
後
に
、
貨
幣
價
値
低
落
以
外
の
要
因
か
ら
起
る
こ
と
あ
る
べ
き
、
標
準
點
か 

ら
の
開
き
を
考
慮
に
容
れ
る
と
.

1
K

ふ
こ
と
は
、
明
か
に
正
當
で
あ
る
と
同
時
に
、
又
斯
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る(

註
三〕

。

(

註
三〉

G
.

 

Cassel, 

M
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e
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 and 

Foreign E
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p
. l

cos-142..

以
上
は
カ
ッ
セ
ル
說
の
要
點
と
考
へ
ら
る
、
所
で
あ
る
。
即
ち
力

ッ

セ

ル

の
見
解
に
依
れ
ば
、
紙
幣
本
位
國
の
爲
替
相
場
の
下
落
は 

決
し
て
國
際
收
支
狀
態
に
塞
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
其
の
國
の
貨
幣
購
買
力
が
他
の
國
の
そ
れ
に
比
し
て
減
少
す
る
と
云
ふ
こ
と
を 

其
根
本
原
因
と
な
す
も
の
で
.あ
る
？
然
る
に
貨
幣
購
買
办
の
減
少
は
、
貨
幣
數
量
の
膨
脹
を
意
味
し
、
物

價

騰

貴

に

現

は

る

故

に

‘ 

物
價
が
騰
貴
す
れ
ば
、
其
の
國
貨
幣
の
外
國
に
於
け
る
評
價
に
直
ち
に
影
響
を
與
へ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
其
の
國
の
貨
幣
が
外
國
に
於 

.い
て
謙
要
さ
れ
る
の
は
' 
結
局
其
の
需
要
者
が
其
の
阈
の
財：

貨
及
び
勞
務
を
購
は
ん
が
た
め
で
あ
る
が
，
物
慣
が
騰
貴
す
れ
ば
そ
れ
以 

前
と
同一

額
の
貨
幣
を
.以
て
す
る
も
遙
か
に
^
量
をI

貝
ひ
得
る
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
爲
替
相
場
は
其
の
國
の
貨
幣
»
質 

力
を
反
映
し
、
.相
手
.國
の
貨
幣
職
貿
カ
と
の
對
比
-
即
ち
膨
賈
カ
平
價
に
ょ
つ
て
決
定
.せ
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
購
買
カ
即
ち 

物
價
が
因
で
あ
れ
、
爲
替
相
場
は
果
で
あ
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。

'

鏃
賀
カ
乎
懷
說
.序
說 
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七
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六)

A

-

>

ヵ
ッ
：セ'

ル

說

と

リ

方

ア

ド

ォ

說
:

ハ
''

以
上
の
如
く
勝
實
力
平M
說
が
其
0
出
發
點
.史
な
：し
.て
む
る
所
は
，
爲
替
相
場
は
物
債
にi

つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
士
言
ふ
命
題
で
ぁ 

る
。
前
‘に
述
：ベ
：た
如
く
、-馨

相

場

が

貨

幣

の

對
.外
價
値
で
ぁ
る
以
上
、
，.前
者
が
後
者
の
對
內
債
値
の
：表
現
た
る
物
價
と
：、
何
等
か
の
，
 

關
係
に
於
い
て
考
察
さ
名
べ
き.は
當
然
で
ぁ
0
て
、
.隨
づ
て
_
貢
カ
平
價
說
の
猶
本
觀
念
は
決
し
て
新
し
い
も
の
で
.な
く
、
勿
論
ヵ
ッ 

セ
.ル
べ
の
創
唱
に
係
る.も
の
电
は
な
い
：。
旣
に
十
九
世
紀0
當
初
地
金
論
爭
の
時
代
以
來
、
紙
，幣
濫
發
の
；直
接
原
因
と
な
る
所
の
兌
.換
用

金
屬
の
輸
出
禁
止
或
は
不
換
紙
幣
の
增
發
が、
爲
替
相
場
を
自
國
に
不
利
な
ら
し
む
る
と
の
双
»
は
、
幾
多
の
學
者
の
生
張
し
た
所
•た

•
 

.

.
— 

'

つ
た
の
で
1
.
0
,就
中
圯
統
派
經
濟
學
者
と
し
て
'ゝ 
又
貨
幣
金
融
論
策
家
と.レ
て
著
名
な
り
リ
力
ァ
ド.ォ
は
* 
•購
質
力
平
價
說
の
先
驅 

を
成
し
て
ゐ
る
と
稱
せ
ー
ら
れ
る：o (
s

)

(

註
ー〕

勿
論
_
賈
平
價
說
の
思
想
も
*
リ
ヵ
ァ
‘ド
ォ
以
前
に
遡
り
得
る
.の
で
ぁ
つ
て
、
エ
ン
*チH

ル
に
依
れ
ば
、
ソ
ォ
ン
ト
ンT

h
.
o
m
t
o
l
l

は
、
 

十
.九
世
紀
の
初
頭
に
、
不
換
紙
幣
の
增
大
に
伴
ふ
物
價
騰
貴
の
狀
態
に
關
す
る
優
れ
た
分
析
.を
爲
し
て
之
を
階
示
し
、
ホ
ォ
ナ
ー.

H
o
m
e
r

も 

同
綠
の
言
及
を
爲
し
た
が
、
眺
買
カ
平
11
の
思
想
を
初
.め
て
述
べ
た
の
は
、
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
で
も
ミ
，ル
で
'も
な
く
、
ホ
ヰ
ー
ト
リ
ィw

h
e
a
t

.*?

.

で
あ
つ
た
。
而
し
て
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
は
そ
れ
に
對
し
て
*
部
分
的
公
式
を
興
へ
た
の
で
あ
る
o
c
a
m
e
s

 W
.
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of International

Prices, pp. 48.580

•'
リ
ヵ
T

.K
ォ
は
其
の
最
初
に
公
に
し
た
單
行
本

T

地
金
の
高
價
格』
に
'於
い
て
、.次
の
如
く述

.：

ベ
て
ゐ
る
。

「

世
界
の
.貨
物
を
流
通
さ
せ
る
た
め
に
用
ひ
ら
れ
る
貴
金
屬
は
-
銀
行
め
創
設
さ
れ
る
ょ
り
前
に
ぃ
地
球
上
の
文
明
諸
國
民
の
間
に

そ
れ
ぞ
れ
の
商
業
及
び
：富
の
狀
態
に
應
じ
、
又
從
つ
て
各
國
の
行
は)

ね

ば

な

ら

な

か

つ

た

支

拂

，の

數

と

頻

繁

さ

と

に

應

じ

て

、

一

‘定
の 

割
合
で
分
配
さ
れ
て
ゐ
た
。
斯
く
.の

如

く

分

配

さ

れ

.て

ゐ

る

限

り

、

貴
金
屬
は
到
る
處
に
於
い
て
同
じ
價
値
を
葙
し
、
而
も
各
國
は
、 

何
れ
も
現
在
使
用
し
て
ゐ
る
數
量
.に
對
しV

"

同
じ
程
度
の
必
要
を
感
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
貴
金
屬
の
輸
出
入
を
促
す
べ
き
誘 

惑
は
存
在
し
な
か
つ
た
。

「

若
し
富
の
進
歩
に
於
い
て
、
或
る
一
國
が
他
國
ょ
り
-?
>
ー
_層
速
か
に
發
達
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
國
は
、
世
界
の
貨
幣
の
ょ
り
大
な
る 

部
分
を
必
要
と
す
る
こ
と
\
な
り
、
而
し
て
そ
れ
を
獲
得
す
る
こ
と
、
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
國
の
商
業
、
そ
の
國
の
貨
物
及
び
そ
の 

國
の
支
拂
は
、
增
加
す
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
世
界
の
金
通
貨
は
、
新
し
い
割
合
に
應
じ
て
、
分
配
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

「

同
じ
.や
う
に
、
若
し
或
る
ー
國
が
富
の
一
部
を
浪
費
す
る
か
、
又
は
そ
の
取
引
の
一
部
を
失
ふ
と
き
は
、
そ
の
國
は
、
自
ら
が
嘗 

て
保
有
し
て
ゐ
た
と
同
じ
量
の
流
通
媒
介
物
を
維
持
し
得
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
の一

郜
分
は
、
結
局
通
常
の
割
合
が
稗
び 

現
は
れ
る
ま
で
輸
出
さ
れ
て
、
諸
國
間
に
分
配
さ
れ
る
で
あ

ら

う

。

.

「

今
此
等
諸
國
の
中
の
或
るI.

國
に
於
い
て
金
鑛
が
發
見
さ
れ
た
.と
す
れ
ば
、
そ
の
國
の
通
貨
の
價
値
は
、
流
通
內
に
持
ち
出
さ
れ 

る
貴
金
屬
の
量
が
增
加
す
る
結
搌
と
し
て
下
落
し
、
從
つ
て
諸
外
國
の
そ
れ
と
同
じ
價
値
を
持
ち
得
な
い
と
と
、
な
る
で
あ
ら
う
。
而 

し
て
金
及
び
銀
は
、
鑄
貨
た
る
と
地
金
た
る
と
を
問
は
ず
、
か
の
.總
ゆ
る
他
0
貨
物
を
支
配
す
る
法
則
に
從
：.つ
て
、
直
に
輸
出
の
目
的 

物
と
な
：る
で
あ
ら
う
。
即
ち
金
及
び
銀
は
廉
い
國
を
去
つ
：て
、
高
い
國
に
行
く
で
あ
ら
う
。
而
し
て
浩
し
そ
の
鑛
山
が
生
產
的
で
あ
つ 

た
な
ら
ぱ
、
そ
の
限
度
に
於
い
て
、
金
銀
の
移
動
は
繼
續
し
、
結
局
に
於
い
，て
、
鑛
山
發
見
前
に
各
國
內
.の
資
本
と
貨
幣
と
の
間
に
存 

■膦
買
：力
平
偵
說
序
說* 

五1

$

o

£



膦
買
カ
平
：價
說
I

:

,

五
ニ
：
 

C

七0
0
.
'

 

在
し
た
と
こ
ろ
の
比
率
が
囘
復
せ
&
れ
て
、
金
銀
が
到
る
處
で
再
び
同
じ
價
値
を
も
つ
や
う
に
k
る
で
あ
ら
う
o
w
if
e
ニ〕

:

i

v

R
i
e
l
,

 .High. Price of Bullion, 

s
o
•小
畑
1

譯

『

I

ア

ド

ォ

貨

幣

銀

行

論

感

三

三

丄

ニ

養 

:
又
別
の
章
句
に
於
い
て
.は
斯
う
述
べ
て
ゐ
る
o
r流
通
亦
全
然
紙
幣
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
紙
幣
の
增
加
は
、
I

が
由
，
.

請
貨
物Q

價
格
を
騰
貴
せ
し
め
るQ

と
全
く
同
じ
様
に
、
而
も
同
じ
割
合
で
、
地
金
の

-
價
値
を
ー
ト
落
.
：
^
し

め

る

こ

と

な

し

に

_
_

貨
幣
價
格
を
騰
貴
せ
し
め
、
且
つ
同
じ
理
由
か
ら
、
外
國
爲
替
を
下
落
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
併
し
此
の
下
落
は
名
目
的
で
あ
つ
て
* 

眞
實
的
で
.は
.な
い
.

從

つ

，て

そ

れ

は

地

金

.

の
輸
出
を
促
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
此
.の
場
合
に
は
、
市
場
內
^
\也

金
'±
-1
^
.
也 

せ

ず

、

從
つ
て
地
金
の
價
値
は
此
ー
ー
か
も
減
少
し
な
い
か
ら
で
あ
る
0

」
(

璧

.

)

C

註
三〕

d
•
技

s
"
d
o
, 

op. cit. 

7

カ
ナ
ド
ォ
貨
幣
銀
行
論
_
四
八
頁

』 

*

,

以

上

3

用

さ

れ

た

ニ

つ

の

章

.4
«
}を
み
る
に
、
前
者
は
金
屬
本
位
の
場
合
を
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
即
ち
、
何
等
か
の
理
由
に
ょ 

つ
‘て
、

一.
國

の

貴

金

屬

量

が

.增

加

す

る

と

*
そ

の

國
の
通
貨
CD
價
値
は
下
落
す
る
o
そ
の
結
娛
貴
金
屬
は
相
對
的
に
高
價
と

な

つ

t
國 

へ
向
つ
て
流
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
こ
の
流
出
は
、
貴
金
導
が
何
れ
の
國
に
於
い
て
も
同
一
價
値
を
有
す
る
に
至
る
ま
で
黯
儐
す 

る
と
言
ふ
の
で
あ
る
o
即
ち
リ
カ
.ア
ド
ォ
に
在
つ
て
は
、
價
格
の
均
衡
が
個
々
の
商
品
に
就
い
て
^
は
な
く 

•
一
 

般

物

價

水

準

^

っ
ハ 

て
起
る
の
で
あ
り
、
從
つ
て
一
妻
の
貴
金
屬
は
總
ゅ
る
國
に
於
い
て
.同
一
量
の
商
品
を
購
ひ
得
る
と
言
ふ
、
結
論
に
到
達
す
る
.の
'で 

あ
り
、
又
こ
の
場
合
爲
替
相
場
は
上
卞
の
金
輸
遂
點
間
に
の
.み
變
励
し
得
る
の
，で
あ
る
？

後
者
'の
章
句
に
於
い
て
リ
カ
ア
ド
オ
が
對
象
と
し
て
ゐ
.る
と
こ
ろ
は
、
金
屬
本
位
で
は
な
く
、
紙
幣
本
位
の
場
合
で
あ
る
o
比
の
場

合
、
.流
通
紙
幣
が
：增
加
す
る
と
、
そ
の
.紙
幣
國
と
他
の
金
屬
本
位
國
と
の
.間
の
價
格
の
.均

衡

は

、
流

通

媒

介

物

の

輸

出

.に

ょ

つ

て

囘

復

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
外
國
爲
替
の
低
落
を
通
ず
る
の
で
あ
.る
。

.

而
し
て
外
國
爲
替
の
低
落
は
、
紙
幣
流
通
量
の
增
加
に
相
應
し
、
又

紙
幣
國
の
物
價
騰
貴
に
相
應
す
る
の
で
あ
る
0
即
ち
斯
く
外
國
爲
替
が
低
落
す
れ
ば
、
關
係
諸
國
の
平
均
物
價
は
、
金
で
測
れ
ば
同
一

に
な
る
。
言
換
へ
る
と
:
一
 

定
量
の
一
國
通
貨
は
、
'自
國
に
於
い
て
も
外
國
に
於
い
て
、
同

|
最
の
，商

品

を

購

ひ

得

る

こ

と

に

な

る

の 

で

あ

る。

■ 

• 

.

.

.

吏
に
リ
カ
ア
ド
ォ
は
、
■其
‘の
ソ『

經
濟
學
及
び
課
税
の
原
理』

.に
於
い
.て
、
同
様
の
.思
想
.を
押
し
進
め
て
展
示
し
て
ゐ
る
-0
そ
の
蒞
干 

を
擧
げ
る
と
、「

爲
替
相
場
は
、
又
或
る
兩
國
に
共
通
な
る
標
_
と
比
較
す
る
こ
と
に
依
り
て
も
之
を
確
め
得
る
も
.の
で
.あ
名
0
若
し
も 

1

〇
〇
礤
の
.對
英
爲
替
手
形
が
、
佛
蘭
瓯
又
は
西
班
牙
に
於
い
て
、
同
金
額
の
對
漢
堡
手
形
と
同
'一
數
量
の
貨
物
を
購
買
し
得
る
な
ら 

ば
、
漢
堡
英
國
間
の
.爲
替
相
場
は
平
價
で
あ
る
が
、
若
し
も
一
三
〇
磅
の
對
英
手
形
が
一
〇
〇
磅
の
對
漢
堡
手
形
と
同
じ
に
し
か
購
買 

す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
と
す
れ
ば
、
爲
替
は
英
吉
利
に
逆
な
る
こ
と
三
割
で
あ
る
0

「

英
吉
利
に
於
い
て
人
が
一
〇
0
磅
を
以
て
手
形
を
、
即
ち
和
蘭
に
於
い
て
一
〇

ー
礤
、
佛
蘭
西
に
於
い
て
ー
〇
ニ
勝
、
西
班
牙
に 

於
い
て一

〇
艽
磅
を
受
取
る
楡
利
を
買
ひ
得
る
も
の
と
す
る
。
此
の
場
合
英
吉
利
と
の
爲
替
相
場
は
、
.■和

蘭
に
對
し
て
は
一
步
*
佛
蘭 

西
に
對
し
て
は
ニ
步
、
西
班
牙
に
對
し
て
は
五
步
逆
で
あ

る

A
言
は
れ
.る
の
で
あ
る
？
そ

れ

逢

貨Q

水
準
が
、
此
等
§

國
に
於
い 

て
、
當
然
あ
る
べ
き
ょ
り
も
高
き
に
あ
る
こ
と
■を
.示
す
も
の
で
あ
つ
て
、
諸
國
の
通
貨
と
英
國
■通

貨

と

の

比

較

慣

値

は

、
.
諸

國

の

通

貨 

を
引
出
ず
か
、
'
:英
吉
利
の
通
貨
を
增
加
せ
し
む
.る
か
す
.る
と
と
に
依
つ
て
、
直
ち
に
平
價
に
復
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ち
.ぅ
。」

S

S
 

f

賀
カ
平.

價
銳
.序
說 

一
 

.

.五：三

.

.(

七
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職

買

力

呼

倒

餹

序

說

：

： 

- 

苏
四

.' :(

b

l

o
ン 

1
海

^

も

貴

金

屬

の

：輸

出«

止

. ^

い

ふ

が

如

き

、M

く

不

合

理
.

の
：法

#

を

能

ぐ

勵

行

す.

^

こ
：と
；が

出

來

，て
、

.

而

し

て

.斯
る
禁
セ
の
結 

果

は

、
^

寓

磁
< D

:

代

り
.

に
、
：
新

鑄

匆

.々

の

純

良

■の

礙
一

千
}

2
萬

>

:

强

ひ

て

流

逋

せ

：
し

む

る

.
事

で

あ

つ

た

な

ら

ば

、
.爲
替
5
I

i

は

英

國 

に

對

し

セ

逆

な

る
こ

i

w

分

ノ

：九

と
.

な

る

で

あ

：ら

う.0

若

し

も
'
■

一；
千 

一̂

萬

な

ら

ば

、

碧

に

逆

な

る

と

，と

百

分

ス十
六
、
又
1
ー
千
鹫 

な

ら

ば

百

分

ノ

五

十

で

あ

ら

う

。
.

併

し

英

國

：の

製

造

エ

業

に

は

何

等
'

の

阻

害

は

、與

べ

ら'

れ

ぬ

：
で

：
あ

ら

う

o

&

l

し
.

貨

物

の

價

^

騰

貴

が

臂
 

替

相

場

の

低

下

で

相

殺

さ

れ.
る

か4

で

あ

る

。C

註
五

.
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：
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‘

.

以

上

の

章

句

に

現

は

れ

る

所

の

リ

カ

ア

ド

ォ

の
.

見

解

は

、

力

，
ソ
セ

ル
，
及

び

其

の

流

れ

を

汲

む

.
人

々

の

購

買

力

平

價

說

に

於

け

る
根

木 

觀

念

で

ぁ

る

。

故

に

屢

々

v

力
.

ッ

セ
'

ル

：.
說

は

リ

カ

ア

ド

ォ

說

を

敷

衍

し

た

丈

で

、I

者

間

の

相

違

は

、後
者

が

金

屬

木

位

の

場

合

を 

中

、も

と

し

て

ゐ

る

に

對

し

V
、

前

者

は

紙

幣

本

位

の

場

合

を

も

廣

く

取

扱

つ

て

ゐ

る

點

に

過

ぎ

ぬ

、

と

論

ず

る

蓉

が

あ

る

。

併

し

な

が 

ら

、

リ

カ

ア

ド

ォ

に

法

つ

て

は-

未

だ

其

の

爲

替

理

論

は

完

成

さ

れ

て

ゐ

な

か

つ

た

の

で

あ

つ

て

、

其

の

前

.

記

粮

本

觀

念

と

相

ひ

背

馳. 

す

る

所

論

も

見

出

さ

れ

る

の

，
で

あ

る

？

(

例

べ

ば

、『

經

濟

學

及

び

課

程

の

原

理

』

第

七

章『

外

國

貿

易

論』

中

に

含

ま

れ

.る

見

解

の

如 

し

)

又

彼

は

、

腊

買

カ

平

價

說

を

ば

『

物

價』

と
い
ふ
ー
一
一
一

P

葉

で

表

は

さ

ず

、
『

貨

幣

減

價』
(

d
e

p
r

e
c

i
a

t
i

o
n

)

と！
K

ふ
.

言

葉

で

.
述

ベ

て

ゐ
 

る

の

で

ぁ

る

が

、.

而

も

彼
.

は

貨

幣

減

價

は

物

價

騰

貴

の

|

部

の

原

因

と

認

め

、

兩

者

を

區

別

し

よ

う

と

し

て

ゐ

る

.

の

で

あ

る

。(

註

六
v >

そ

れ

故

に

斯

る

未

完

成

の

リ

カ

ア

ド

ォ

の

見

解

に

對

し

て

、

ム
り
、
精

緻

な

理

論

的

統

一

を

與

へ

、

以

て

爲

替

理

論

と

し

て

獨

立

の

地

位
 

.

を

附

與

す

る

に

至

づ

た

貢

獻

は"

カ

ッ

セ

ル

其

の

人

に

對

し

て

容

認

し

て

然

る

べ

き

で

あ

ら

う

と

考

へ

ら

れ

る

？

(

钱
*

1、

ン J
a
mes w

.
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:

カ

ッ

ぢ

ル

自

身

は

、.
.リ

カ

ブ

ド
.

：ォ

の

爲

替

理

論.
を

批

判

し

て

澌

う

謂

っ

て

ゐ

る0

即

ち

彼

は

、

リ

カ

ア

ド

ォ

が

『

經

濟

學

原

理』

外 

國

賀

易

論

の

章

に

於

い

て

述

べ

た

所

を

以

て

、

恐

ら

く

科

學

的

性

質

を

有

す

る

最

初

の

爲

替

理

論

で

あ

る

と

な

し

た

が

、

併

し

リ

カ

ア 

ド

ォ

の

關

心

を
も

.

っ

た

主

題

は

、

直

接

爲

替

に

在

っ

た

の

で

は

な

く

、

寧

ろ

諸

國

民

間

に

自

由

商

業

交

通

の

存

す

る

場

合

に

於

け

る

貴
 

金

屬
P

分

布

と

、

そ

れ

に

依

存

す

る

各

國

に

於

け

る

貨

幣

價

値

の

相

違

に

在

る

と

認

め

、
從

つ

て

リ

カ

ア

ド

ォ

は

貨

幣

の

儐

値

を

以

て

、 

金

0
又

は

銀)

'

の
.

諸

貨

物
.

に

對

す

る

購

買

カ

を

意

味

し

た

の

，
で

，
あ

る

と

.

言
.

っ
て

.

ゐ
^

。

而

し

て
■

前

記

『

.

外

國

貿

易

論』

.

.

の

章

.
に

於

け

る
 

リ

カ

ア

，
ド

ォ

の

見

，
解

は

、

'

カ

ッ

セ

ル

の

表

現

方

法

に

從

ふ

と

、
結

局

「

同

一

金

屬

妯

貨

を

有

す

る

ーS

の

場

合

で

あ

る

。

假

り

に

、

一
國 

か

ら

他

國

ベ

金

®

を

輸

送

す

る

費

用(

厳

格

に

言

ふ

と

、,

一

通

貨

を

他

の

通

貨

に

換'

へ

る

に

要

す

る

全

諸

褂

り

を

含

む

.

)

.が

無

視

出

來 

る
と

.

す

る

と

、

此

場

合

爲

替

相

場

は

平

價

に

存

す

る
.

で

あ

ら

う
o

.

併

し

そ

れ

で

は

、

何

等

爲

替

理

論

の

問

題

と

は

な

り

.得

な

い

の

で

あ 

っ

て

、

從

っ

て

分

析

は

、

各

國

に

於

け

る

物

價

水

準

の

地

位

に

集

注

さ

れ

る

で

あ

ら

う

0
.

か

く

て

、

一

國

の

坐

產

物

が

特

に

他

國

に

於
 

:

い

て

需

要

さ

れ

る

爲

で

あ

ら

う

と

、

或

は

其

等

坐

産

物

の

輸

送

が

容

易

な

る

.

爲

で

あ

ら

う

と

、

兎

'
に

角

典

の

‘

生

布

物

を

容

易

に

輸

出

出
 

、
来

る

國

に

於

い

て

は

、

そ

0
物

價

水

準

が

高

か

ら

：ざ

る

を

得

な

い

と
：
®

ふ
，こ

と

は

明

か

に

眞

理

で

あ

る0
.

此

の

.
結

果

ば

一

國

か

ら

他

國
 

.

.

へ
.

の

貨

物

輸

遂

が

、

典

の

一

ガ

向.

；に

於

げ

る

方

が

逆
<0
方

向

：
に

於

け

る

ょ

り

も

ー

1 -

困

難

と

な
.

っ
，
た

場

合

に

、
.
：
爲

替

相

場

が

購

買

カ

平

齡
買
カ
^
-齧

I

 

,

1

.
5 
一.一..)
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1

1

1
 

五
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5
 
5 

懷
力
ら
離
反
す
る
と
い
i

に
就
い
て
：、
吾

々

f

セ
ル0

の
述
べ
s

£

致
ず
る
。
若
.し
、
輸
送
諸
褂
り
の
た
め
に1

層

の
 

.
貿
I

加
i

れ
る
障
碍
が
そ
の
.中0

1
.

國
か
ら
s

s

^

の
.‘
合
に
は
、t

者
の
國
に
於
け
る
物
價
水
準
が
高
い
に
も
掏
ら
ず
、
爲
替
相
場
は
そ
の
'金
屬
平
憤
にI

改
し
て
麥
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
.
 

物
價
水
準
の
.ょ
i

尚
位
が
輸
出
上
の
有
利
を
相
殺
し
て
、
.均
衡
が
_

さ
れ
る
の
で
.あ
る

0

.

.以
上
ヵ
リ
力
ア
ト
ォ
の
所
#
で
あ
る
が
.、
彼
は
更
に『

賃
銀
に
對
ず
る
課
稅』

の
章
に
於
い
て
、
之
を
發
股
せ
し
め
て
ゐ
る
。
若 

し

貴

憲

Q

S

I
く
自
由
で
f

、
且
'っ
.貨
幣
が
何
等
の
諸
褂
|

な
く
輸
出
し
得
|

足

馨

相

場

は

平

價

に

一

致
し 

て
恭
し
な
け
れ
ば
I

ぬ
。
こ0

議
論
を
_

と

し

て

、
，
リ

カ

.ア

ド

ォ

は

騖

幾

多

の

推

論

を

惹

い

て
ゐ

る

の

で.あ
る
.が
、
そ
i

の 

推
論
は
、
.眞
I

替
理
論
I

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
.所
の
多
く
を
ば
、
實
際
包
容
し
て
I

併
し

彼

囊

勿
論
I

I

つ
I

ぬ
所
で
あ
る
。
殊
に
、
リ
カK

ド
ォ
S

達

し

た

議

と
、
蜃

の
爲
替
硏
究
I

f

し
て
の
推
論
と
を
比
f

る
場
合
て
は
さ
ぅ

で
あ
る
。
S

七)

V 
_

广li
:七.

}
c..cassej” M

o
n
e
y

 wnd 
.

Foreign Exchange,, pp. 170.172.
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- 
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.

多
論
力
：
セ
ル
も

I

ア
ト
-
力
或
る一

國
の
紙
幣
本
位
を
採
用
す
る
場
合
を
論
じ
、
こ
の
場
合
そ
の
爲
替
相
場
は
.
霧

國

が 

金
樹
本
位
の
■場
合
に
保
有
す
暴
の
鑫
以
上
に
其
の
響
の
增
大
す
る
の
と
、
同
一
比
例
を
以
て
平

慎

か

ら

離

反

し

得
る
？
 

S 

調
し
て
ゐ
る
點
に
觸
れ
てt

。
併
し
力
i

 

l

l
裏

T
す
れ
ば
、I

K

Kぶ

此

薩

S

唐
に
附
隨
す
るも

の

で

、

其
の
主
た
る
關
心
は
、
孰
れ
の
國
も
金
屬
本
位
と
平
價
の
爲
替
を
有
す
れ
ば
、
其
の
質
易
の

.

.恩
惠
に
侬
り
或
る
1
免
量
の
貨
幣
を
受
取 

る
こ
と
、
並
に
貨
幣
の
價
値
即
ち
吾
々
の
謂
ふ
一
般
物
價
水
準
は
、
各
國
の
利
用
し
得
る
貨
幣
供
給
量
の
相
違
す
る
結
艰
、
國
の
異
る 

に
從
つ
て
相
違
し
得
る
こ
と
、
を
示
さ
ぅ
と
す
る
に
在
る
の
で
あ
る
。
而
し
て

「

若
し
一
國
か
ら
他
國
へ
の
貨
幣
の
輸
送
.が
何
等
か
の 

諸
褂
り
を
必
要
と
す
れ
ば
、
爲
替
相
場
は
平
價
か
ら
離
れ
得
る
わ
け
で
、
從
っ
て
或
る
限
界
內
に
於
い
て
、
爲
替
は
變
動
し
得
る
の
で 

あ
る
。
併
し
斯
か
る
變
動
は
獨
立
の
要
素
で
あ
っ
て
、
各
國
に
於
け
る
貨
幣

(/
)
購
買
カ
に
は
何
等
の
關
係
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故 

に
、
リ
カ
ア
ド
ォ
が
次
ゐ
如
き
結
論
を
惹
い
た
と
い
ふ
こ
と
は
金
く
當
然
の
次
第
で
あ
る
。
即
ち
、

『

爲
替
相
場
を
論
じ
、
諸
國
に
於
け 

る
貨
幣
の
比
較
的
價
値
を
論
ず
る
に
當
っ
て
は
、
菩
.々
'は
決
し
て
何
れ
の
國
に
於
い
て
も
、
そ
の
貨
物
で
評
宛
せ
ら
れ
た
貨
幣
憤
咆
を 

^
の
證
fe
に
し
て
は
な
ら
ぬ
.0
货
替
は
汰
し
て
貨
幣
の
比
較
的
價
値
を
、
穀
物
、
I/
紗
又
は
其
.の
他
何
れ
.か
の
貨
物
で
測
定
す
る
こ
と 

に
由
つ
て
確
め
ら
る
、
も
の
で
は
な
く
て
、

一

國
の
通
貨
の
價
値
を
他
國
の
通
貨
で
測
る
こ
と
に
依
つ
て
、
確
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 

(

旣
揭
譯
本
一
三
ニ
頁P
l3
.
p
a
p
l
e
s
, 

p. 

1
2
00

0
と
。
斯
く
の
如
き
公
式
を
與
へ
ら
れ
た
推
論
が
、
各
々
獨
立
紙
幣
本
位
を
宵
す
る
ニ

國
間
の
霖
相
場
を
硏
究
す
る
に
當
？

到
達
す
る
推
論
と
、
形
式
上
可
な
り
劇
し
い
矛
盾
を
示
す

AJ

と
は
何
等
怪
し
む
に
足
り
ぬ

」 

と
言
ふ
の
で
あ
るO
C註
八)

(

註
八)

o

.

 

o
p cit, pp. 172-174.

、
併
し
な
が
ら
、
リ
カ
ア
ド
ォ
が
斯
く
の
如
き
問
題
の
取
扱
方
を
し
た
の
は
、罾
時
の
歷
史
的
狀
態
の
影
響
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
と
、 

力
ッ
セ
ル
は
觀
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
リ
カ
ア
ド
ォ
の
當
時
は
.ナ
。ホ
レ
オ
ン
戰
爭
の

.時
代
で
、果
し
て
英
吉
利
の
貨
幣
が
低
落
し
た
の
か 

.職
貴
力
平
價
說
序
說
 

五

七

o'
七1.

三)



腿
買
力
平
價
詆
序
說
.

.

3L
A

c
b
i

四) 

ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
が
未
^

^
の
：問
題
.で
，あ

つ

た

。

だ

か

ら

通

貨

問

題

の

硏

究

が

：泰

‘し
.て
金
屬
本
位
私
向
け
ら
れ
、
紙
幣
本
位
は
芷 

常
狀
態
か
ら
の
單
な
る
._
反
と
考
.へ
ら
れ
太
の
徒
然
で
あ
っ

た

。
：
X十
九
-
II
I

：ぬ
CD
:
初
頭
に
於
い
て
は
、
運
賃
が
頗
：る
高
慣
で
あ
つ
た 

か
ら
>
輸
送
諸
褂
り
の
相
違
に
由
る
各
國
貨
幣
購
買
カ
の
差
違
が
、
通
貨
問
題
の
重
要
々
素
と
な
っ
た
の
も
至
極
當
然
で
あ
っ
た
。
#
 

し

な

が

：ら

世

猓

大

戰

後

の

.今
日
に
於
い
て
は
、
事
態
が
全
く
一
變
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
曲
紙
幣
本
位
を
以
て
吾
々
の
硏
究
の 

對
象
i
す
る
.は
、
'全
く
自
然
で
あ
.る
と
言
ふ
の
で
あ
る
;0
:

;

三
爲
替
理
論
上
に
於
け

^
購
！̂
平
憤
說
の
地
位
へ

次
に
、；
購

貿

カ

平

債

說

が

、

爲

替

理

論

上

に

如

何

な

る

影

響

を

及

ぼ

し

た

か

、

又
如
.何

な

る
批
判
を
受
け
て
ゐ
る
か
を
、
概
觀
し
て 

置
か
う
。
尤
も
購
貢
力
；.平
價
說
の
：根
本
'思
.想
は
、
前
述
の
如
く
十
2
き
時
代
に
ま
で
遡
,0
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
に
對
す
‘
る

論

_

も

亦 

長
い
歷
史
を
荷
す
る
わ

け

で

あ

る

が

、
.效
で
は
、
11
1:

猓
大
戰
後
殊
に
カ
ッ
セ
ル
說
の
出
現
以
後
に
限
る
で
あ
ら
う
。

.
先
づ
、
カ
ッ
セ
ル
の
論
文
が
發
表
さ
れ
た
英
吉
利
に
就
い
て
：み
る
。;1

體
購
買
力
平
價
說
は
、
そ
れ
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
說
に
場 

す
る
以
上
、
.其
の
理
論
の
鞲
成
は
貨
幣
數
量
說
の
.蕋
礎
の
上
に
立
.
.っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
、
貨
幣
價
値
の
數
量
的
硏
究
に
力
を
詖
し
た 

英
吉
利
の
學
者
が
、
假
令
浩
干
の
修
JH
を
加
へ 

'た
と
は
.言
へ
、
殆
ん
ど
總
べ
て
此
の
說
の
承
認
者
た
る
に
至
っ
た
こ
と
は
當
然
と
言

へ 

る
。
實
.に
英
告
利
は
、
カ
ッ
セ
ル
說
が
最
も
多
く
の
信
認
.を
集
め
得
た
國
で
あ
る
が
：、
就
中
古
典
派
理
論
を
幾
多
の
點
に
於
い
て
n

 

精
緻
な
ら
し
む
る
こ
と
に
力
め
て
ゐ
る
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ヂ
學
派
に
、
此
の
：說
の
容
認
者
が
集
つ
て
ゐ
る
。

.例
へ
ば
ホ
ウ
ト
レ
イR

.

 

G
.

 

H
a

w
l

は
、
ニ
國
間
の
爲
替
相
場
は
、」
あ
ら
ゆ
る
財
貨
が
何
等
，の
諸
褂
り
な
く
自
由
に
諸
地
方
诏

に
輸
送
出
來
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貨
幣
計
算
單
位
の
、
商
品
で
測
つ
た
相
徵
的
購
買
力
即
ち
相
對
的
價
値
を
表
現
す
る
と
言
ひ

、
 

又
通
貨
の
’雕
賈
力
が
變
動
す
れ
ば
、
そ
れ
に
相
應
し
て
爲
替
相
場
が
變
動
す
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。(

註
0

ケ
ー
ン
ズJ

o
h
n

 
M
a
y
n
a
r
d

 

K
e
y
n
e
s

は
、
そ
の『

幣
制
改
革
論』

に
於
い
て
は
、
カ
ッ
セ
ル
說
を
以
て
、
紙
幣
本
位
國
間
の
爲
替
相
場
^
間
明
す
る
も
の
と
認
め
た
。 

併
し
後
の
大
著『

貨
幣
論』

に
於
い
て
は
、
購
質
カ
平
價
說
を
離
れ
、
長
期
間
を
採
つ
て
.み
て
も
、
ニ
國
間
の
爲
替
相
場
の
變
動
と
消 

費
徵
準
の
變
励
と
の
間
に
、
精
確
な
必
然
的
な
且
つ
即
時
の
關
係
を
想
定
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
と
し
、
短
期
間
の
爲
替
變
動
は
國
際 

貸
借
で
說
明
さ
れ
る
と
-

«
し
て
ゐ
る
。(

敗
ニ)

ビ
.グ
ー
，A.

 

p
. pi

g
s

も
亦
購
質
カ
平
领
說
ぬ
代
表
者
の
一
入
で
あ
つ
て
、
彼
は 

カ
ッ
セ
ル
說
に
對
し
て
蒞
干
の
留
保
を
^
^
し
て
は
ゐ
る
が
、
爲
替
相
場
は
、
そ
の
均
衡
狀
態
が
破
壞
さ
れ
る
と
、
購
買
力
平
價
に
從
つ 

て
調
盤
さ
れ
る
と
觀
て
ゐ
る
O 

S
三)

其
の
他
、
ロ
、、ハ

1

ト
ソ
ンD

.

 

H
,

 

R
o
b
e
r
t
s
o
n

グ
レ
ゴ
リ
イT. 

E. 

G
r
e
g
o
r
y

キ
ャ
ナ
ン 

E
d
w
i
n

 

c
a
n
n
s»
'
n等
も
大
體
同
様
の
見
解
を
持
し
て
ゐ
る
.。
.殊
に
そ
の
最
初
の
一
一
人
は
湛
だ
率
直
な
賛
成
說
を
被
瀝
し
て
ゐ
る
の
で
あ
.

-

■

 

-

.

 

、

.

 

.

.

.

.

 

-

 

■* 

.

 

.

-

こ
.

 

•

る
が
、
彼
等
の
所
說
は
後
に
更
め
て
考
察
し
ょ
ぅ
。
唯
此
の
國
に
於
い
て
、
實
の
様
相
を
示
し
て
ゐ
る
の
：は
、
ス
パ
ル
デ
ィ
ゾ
グW

.

 

F. 

S
p
a
l
d
i
n
g

や
ス
ト
ーr\、n

ツ
シ
ユSir 

H
s
r
y

 

S
t
r
a
k
o
s
c
h

の
如
き
實
際
家
側
に
、
批
刺
的
見
解
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

(

訪1
)

R
.

 

p Hawtrey,

.
 Currency and Credit, 

2
a
d

 

ed., 

L
o
n
don, 1.923..

(

%*
一.一

)
1
.
M
*

 Keynes, A

 Tract on 

M
o
n
etary Reform, 

L
o
n
d
o
n
,

 1923; 

A

 Treatise 

o
n Mo

n
e
y
,

 

London, 1930.

(

1
三〕

>

, 

.

.

p.
p
i

 

的 O
U
J
.
'
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
.
o
n

o
r

e
d

i
-

C
U

I
T

e
n

c
v

 and 

e
x
c
l
i

 i
n

g
e

P Ju
.
c
t
u
a
t
l
o
n
s
,

 

P
a

p
e

r

 

X
I

I
I

 

i
n

 

I
n

t
e

r
n

a
t

i
o

n
a

l
^3

w
n
c
l
a
l

 

c
o

n
f

e
r

e
n

c
e

,

 

w
m

s
s

e
i

s
,

.

 1
9
2
0

《
T

h
e

 

F
o

r
e

i
g

A

 

.
E

x
c

h
a

n
g

e
s

.
"

 

i
n
:
,

 

t
h

e

 

.
Q

u
l

r
t

e
d

y
.

.

 

J
o

u
r

n
a

l
.

.
o

f

 

.
K

c
o

n
o

m

o -s
,

 

v
o
l
.
.
.
.37

,
1922

.

職
貧
力
呼
價
說
序
說
.
 

五
'九

(

七」

2£
し



,
寶

蕩

說

序

說 

六
0 

0

1

i

l

次
い
I

勇
平
價
說
が
其
の
信
奉
者
を
獲
得
し
た
の

は

、

I

 
く

證
■(

廣
く
獨
逸
語
系

を

指

す

)

で

あ

る

。

併

し

獨

逸
I

て
は
、

く

福

裹

I

I

目

的

貨

幣

本

質

論

靈

し

馨
あ
る

か
ら
、
他
國
に
類
例
の
な
い
ィ
ン
；フ
レ
丨
シ
.ョ
ン
を
|
驗
し
た
亂
で
あ
り
な
が
ら
、
豪
カ
平
價
說
は
最
初
は
多
く
の
容
|

收
む
る 

こ
と
が
出
來
な
か
つ
たQ

P
I

。
H

ン
ヂ
：

は
、
十
九
世
變
半
以
降Q

獨
逸
及

猛

太

利
に
就
い
て
、
古
典
派
宗
貨
移
動
及 

び
物
價
運
動
の
理
論
が
多
く
の
信
馨
を
得
た
し
、
又
ゴ
ッ
シ
ユ
ン
の
外
.國
爲
替
機
構
の
分
祈
が
ょ
く
硏
f

れ
た
け
れ
ど
も
、
英
吉 

利
流
の
I

疆
論
は
研
究
者
の
大
I

に
ょ
っ
て
金
4

閑

菡

さ

れ

た

、
と
■

で
I

 (

I

併
し
な
が
ら
ガ
ッ
,
レ
說 

は
最
初
の
强
い
反
對
を
蒙
つ
た
後
、
却
つ
て
廣
範
な
地
步
を
築
く
に
至
つ
て
^.
る
o
. • 

.

.

. 

, 

.

.

.

.

.
严 

. 

,

(

註
四)

V
屋
 

AngelJ, T
h
e
o
r
y

 of International 

Prices, p. 
f
. 

: 

:

ラ.

シ
ス

.

ブ
ル
ク

A
.

 

X

I

I

は
、
貨
幣
本
質
論
上
で
は
名
目
說
を
採
る
に
も
拘
ら
ず
、
又
貨
幣
數
義
を
認
め
る
繁

、
旣

に
 

カ
ッ
セ
ル
以
前
か
ら
、

一
阈
貨
幣

I

貢
力
と
爲
替
相
場
の
間
に
或
1

係
の
存
す
る
こ
と

I

;

張
し
た
。

S

5

グ
チ
レ
ジ
ン

ガ

ア
 

s

e

l

f

は
貿

|

限
と
資
本
移
動
を
第
一
一
義
的
要
因
と
認
め
た
け
れ
ど
も
、
大
體
ラ
ン
ス
ブ
ル
ク
と
同
様
の
說
を
、
ダ
丨
ル
べ
レ 

ク

泛
I

 

I

f

 

t

ム
ぺ
丨
タ
ア

J

l

 

S
c

h
u

m
p

e
t

e
r

ブ
ロ
丨
ダ

f

t

 

B
r

o
d

a

ミ
丨
ゼ
ス

L
l

g

 

v
o

n

 

M
i

s
e

s

す 

ィ
ケ
ン

w

f

 

E
l

n

テ
ル
ハ
ッ
レ

I

 

T
i

e
も
略
々
同
檨
の
見
解
を
陳
ベ
て

I

:近
年
に
於

け

る
I

の
學

f

し 

てs

ク

.

ノ
ア

W
e

b
e

r

と
シ
ユ
パ

ン
o

f

 
h 

W

I

が
あ
る
。
前
者
は
、
日
々
の
比
較
的
僅
少
の
爲
替
變
動
の
說 

明
に
は
、
國
際
貸
借
說
を
藉
り

.

よ
う
と
し
て
ゐ
る
が
、
併
し
大
な
る
持
續
的
變
動

S

し
て
問
題
と
な
り
得

f

の
I

買
力
平
價
說

あ
る
の
み
で
、
購
買
力
平
價
の
變
化
は
，
結
局
に
於
い
て
、
そ
れ
に
相
應
し
た
爲
替
相
場
の
變
動
を
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
、

(

註 

六)

叉
後
若
は
、
購
買
力
平
價
說
が
機
械
的
な
國
際
貸
借
說
よ
り
も
、
幾
多
の
點
に
於
い
て
一
進
歩
を
な
し
たも
の
で
あ
る
と
、
認
め 

て
ゐ
る
。
c
if
e
七〕

.又
ウ
ィ
ー
ン
學
派
の
ハ
ー
バ
アラ

アGottfried 

v
o
n

K

a

b-a
e
l
;は
、
聰
貢
カ
平
慎
の
遨
用
に
は
制.^
を
咐
さ
2 1 

.

ば
な
ら
.ぬ
け
れ
ど
も
、
猶
ほ
且
つ
此
の
說
を
國
際
貸
借
說
か
ら
分
つ
根
本
概
念
は
芷
當
で
重
要
で
あ
る
。
殊
に
此
の
說
の
支
持
者
が
、 

貨
幣
數
量
の
適
當
な
調
盤
によ
.つ
て
、
爲
替
相
場
を
要
望
さ
るX
水
準
に
安
定
出
來
る
と
主
張
す
る
の
は
、
全
く
正
し
い
こ
と
で
あ
る
。 

と
結
論
し
て
ゐ
る0(

肢
八〕

■
そ
の
.他
ハ
ー
ン
卜
*
:>
^
0 >
^

ffi
a
h
n

ナ
イ
サ
アH

a
n
s

 

N
e
i
s
s
e
r

ケ
ル
シ
ャ
ー
ク
ルR

i
c
h
p
r
d

 

ICerschagl 

プ
ト

ゲ

Siegfried 

w
u
d
g
e

 

:

は
カ
ッ
セ
ル
譙
に
賛
意
を
表
し
、
ヴ
ァー

ゲ

マ

ン
w

g

A

 

W
a
g
e
m
a
n
n

グ

ル

ン

ツ
ス

ル

J
oseph 

.
 

G
n
m
t
z
e
l

も
之
に
同
情
的
立
場
を
採
り
、ブ
リ
オ
ンW

.

 

Pjrin 

.

は
國
際
收
支
よ
り
も
物
價
に
重
點
を
置
い
てゐ
る
o

(

註
五〕

>
• Li

b
u
r
g
h
,

 S
D
i
e

 grossen Notenbanken i
m

 

Dienste der segfahrenden Staaten 
ノ Die Bank, 1915, s. 1090.

C

註
六)

&
O
K

(

It
七〕

O
t
h
m
r

 Spann, Die Haupttheon.en der Volkswirtschaftslehre, Leipzig, 1929.

# (

訪
八〕

Gottfried

.
 von H

a

Jrrler, Theorie des internationalen H
a
n
d
e
L

 Wien, 1933.

.

.是
れ
に
反
し
て
、
■購
買
力
平
債
說
■に
對
し
て
■否
定
的
見
解
を
持
す
る
者
も
®
く
は
な
い
.。
リ
ー
フ
マ
ンR

o
b
e
r
t

 

L
i
e
f
m
a
n
n
.

は
同 

情
的
立
場
に
立
つ
論
渚
の
一
人
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
カ
ッ

セ
ル
說
を
以
て
極
端
に
過
ぎ
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
し
、
ク
ナ
ッ
プ
の
流 

れ
を
汲
む
ベ
ン
デ
ィ
ク
セ
ンF

r
j
e
d

-Midl 

B
e
n
d
i
x
e
n

エ
ル
シ
ユ
タ

ア

闪
E

M
J旨

ノ
イ
マ
ル
タFritz 

N
e
u
m
a

パk

は
勿
論
、
ブ
ッ 

膦
賀
力
.平
價
'說
序
說 

六

一

(

七
一
七〕



.

龅
貢
：力
本
倒
說
序
說

， 

丄
ハ
.ニ 

.
.
C

七
：一

八)
■ 

フ

S
i

e
g

f
r

i
e

d

 

B

&

カ
ウ
ラ

R
T

i
d

o
l

f

- wa
u

l
l

a

パ
イ
ン

o
t

t
o

 

H
e

y
n

へ
ル
フ
ユ

リ
ツ

.

ヒ

闪

茳
^

^

泛
を
プ
は
孰

^

.

も
國
際̂

化E
-

を

固
執
し
て
ゐ
る
。

そ
の
他
、
理
論
的
金

®
說

を

採

る
デ

イ

ー:

ル

K
a

r
l

 

D
i
e
h
l

は
國
際
貸
借
を
以
て
第
ー
義̂

要

因

、

物

賈

を

以

て 

第
1
1義
的
要
因
と
な
し
て
、
.兩
說
の
調
和
折
表
を
圖
り
、
メ
ラ
ア
1
1^
0 

M
o
e
I
l
e

.H
は
平
價
說
の
意
»
を
認
め
な
い
.で
は
ょ
ぐ
が
、
0 

質
力
平
價
は〗

般
的
現
象
で
な
い
と
觀
て
居
り
、
又
ミ

H

ラ

ア

ff
i
爿
。M

a
l
e
r

は

此

の

說

の

因

果

的

理

嚅

と

し

て

の

决

陷

を

旨

情

し

、 

併
し
爲
替
相
場
の
認
識
根
據
と
し
て
0
.意
義
を
承
認
し
て
ゐ
る
0ヾ

：

fn
じ
く
英
語
系
で
あ
り
'な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
於
い
'て
は
、
購
貢
カ
平
債
說
は
英
吉
利
及
び
獨
逸
に
於
け
る
ほ
ど
代
表
者
を
獲
る
に 

至
？

ゐ
な
い
。
併
し
吾
々
は
、
' フ
ィ
ッ
シ
ャ
丨

Irvin

的Fisher 

.に
於
い
て
跃
ガ
の
貨
幣
數
量
說
論
者
を
見
出
す
の
で
あ
る
か
ら
、
 

彼
が
ま
た
此
.の
說
に
左
袓
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
產
明
白
で
あ
る
。
外
國
爲
替
を
尊
攻
と
す
る
ホ
イ
ッ
テ
ー力

，-
Aiber 

t
p 

W
h
i
t
a
k
e
r

 

，

(

ス
タ
ン
フ
r

ド
大
學)

は
、
力
ッ
セ
ル
說
を
ば
唯
一
：可
能
の
科
學
的
爲
替
理
論
と
稱
し
、S

九)

ブ
ラ
ッ
ド
フ
十

1

ド

Friedrich 

A
.

 

B
r
a
d
f
o
r
d

は
、
芷
常
の
爲
替
相
場
が
相
對
的
腿
賈
カ
を
表
現
す
る
も
の
と
觀
、
物
價
がI.

國
に
於
い
て
倍
加
す
れ
ば
、
爲
替
相
場
は 

半
分
に
^

^
す
る
で
あ
ら
ぅ
と
、
述
べ
て
ゐ
る
。(
独 

一0
)

グ

ラ

ハ

ム

«
.or

a
h
a
m

は
、
相
對
的
物
員
水
'P
が
爲
替
變
動
r) 

要
因
た
り
得
る
こ
と
は
認
め
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
多
數
嬰
因
の
一
つ
に
過
ぎ
ぬ
と
爲
し
て
ゐ
る
°(

詁
ー
一)

然
る
に
ラ
フ
リ
ン
t 

Laurence 

Laughlin 

ダ
ル
ス 

Lleanoi： Lasin

oqDulles 

.工
ン
デ
エ
ル
ソ

|

一

>
ロ
的
& 
タ
ウ
シ
ツ
グ 

y 

H

l^-
ヴ 

ァ
イ
ナ
ー

J
a
c
&
:
v
i
n
e
r

等
は
孰
れ
も
購
買
力
平
價
說
に
反
對
を
表
明
し
て
ゐ
る
。

(

註
九)

p Whitaker, Foreign Exchange, 

N
e
w

 Y
o
r
k

 a
nd L

o
n
don, 1933.

&
 
一
 

〇)

.
P
Y
g
cu
aa.
c
k
 A. Bradford, 

M
o
n
e
y
,

 

N
e
w

 York, 

192s.

(

^
. 
一
 

ー.ノ 

F
r
a
n
k

 .D. G
r
a
h
a
m
, 

.Exchange, Prices an.d. Production in 

Hyper-InSation, Princeton, 1930.

ft
買
力
平
價
說
が
最
も
强
い
反
對
を
受
け
て
ゐ
る
の
は
、
佛
蘭
西
に
於
い
て
ド
あ
る
。
此
の
國
に
於
い
て
ヵ
ッ
セ
ル
說
を
多
か
れ
尠 

か
れ
鞯
細
に
吟
味
し
た
翁
は
、
そ
の
數
も
決
し
て
多
く
な
い
が
、
大
多
數
此
の
說
に
反
對
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
佛
蘭
西
で
は
、
嚴
格
な
意 

味

の

貨

幣

數

量

說

が

殆

ん

ど

一

般

の

，承

認

を

得

て

居

ら

ぬ

か

ら

で

あ

つ

て

、
多
く
彼
等
の
分
析
の
仕
方
は
、
阈
際
收
支
及
び
外
國
爲
替 

を
ば
一
般
的
機
亂
の
出
發
點
と
し
て
取
扱
ひ
、
,'
而
し
て
國
內
物
價
變
動
は
寧
ろ
之
を
原
因
と
し
て
ょ
り
も
結
來
と
し
て
認
め
て
ゐ
る
。 

故
に
佛
蘭
西
人
は
、
購
買
力
平
價
の
爲
替
相
場
へ
の
應
用
.に
就
い
て
、
多
く
を
知
ら
う
と
せ
ぬ
の
だ
と
も
官
は
れ
る
の
で
あ
る
。

西
に
於
い
て
、
爲
替
相
場
と
國
內
物
價
と
の間
に
於
け
る
或
る
平
行
關
係
を
認
む
る

殆
ん
ど
■唯
一
の
論
苕
は
ゥ
ー
ア
リ
ド 

W
i
l
l
i
a
m

 

o
u
a
l
i
d

で
あ
ら
う
。
併
し
彼
は、
®
買
力
平
價
說
が
事
實
と
一
致
せ
ぬ
前
提
に
立
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
寧
ろ
、
國
內
物

價
が
爲
替
相
場
の
影
響
に
曝
さ
れ
る
と
言
ふ
方
が
正
し
い
で
あ
ら
う
、
と
爲
し
て
ゐ
る
。C

M

一
 

ニ)

そ
の
他
の
論
者
は
殆
ん
ど
總
て
ヵ

•
 

-
 

-

ッ
セ
ル
說
の
批
刺
者
又
は
反
對
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
中
著
名
な
.學
者
は
ノ
ガ
口
1

B
e
r

.fr
a
n
d

 

N
o
g
a

-S
及
び
ア
フ
タ
リ
オ
ン
>
!

t 

A
f
t
a
l
i
o
n

で
あ
る
？
ノ
ガ
pt
l
は
、
國
際
收
支
と
爲
替
相
場
と
の
間
の
相
關
的
依
存
性
を
主
張
し
、
又
ア
フ
タ
リ
オ
ン
は
、
物
慣
と
爲 

替
と
が1

致
の
傾
向
に
在
る
こ
と
は
之
を
容
認
す
る
け
れ
ど
も
、
貨
幣
は
爲
替
變
動
の
唯
一
の
原
因
で
な
い
こ
と
を
立
論
し
、
主
観
的 

價
値
論
に
立
脚
す
る
爲
替
心
理
說
を
主
張
し
て
ゐ
る
。(

胜
一
三)

ジ
台
ル
ジ
ア
デ
ー

T
h

ざd
o
r
e

 G
e
o
r
g
i
a
d

ぼ
も
ア
フ
タ
リ
オ
ン
說 

に
據
り
、
リ
ス
トCharles 

R
i
s
t

は
、

爲
替
低
落
が
物
價
騰
貴
の
結
典
-で
あ
り
得
る
こ
と
.を
認
め
.る
が
、
資
本
移
動
の
ょ
り
重
要
な 

麻
買
カ
稃
倒
說
序
說 

六

三

(

七一

九〕



購
貢
1

1

1

:
 

六

四

(

七
i

 

る
こ
I

主
張
し
、
ポ
1

.ス
'
 

A
l
f
r
e
d

 

I

:
は

馨

か
ら
物
値
へ
の
影
響
方
向
を
論
觉
し
て
ゐ
る
。
そ
の
他
、
ア

ル
ノ

ォ

ネ

A
u
g
.

 

I

f

ア
ン
'シ
オ
.
I

f
 

ド
バ
テ
ィ
スA

l
n
d
,
D
l
s
s
e

は
孰
れ
も
平
靈
に
賛
意
t

せ
ず
、
國
際
貸
借
說 

§

い

ゾ

ハ

 

' 

.ぺ

@
1

 
ニ〕

w
&
a
m

 Oualid, Lecons s

名la m
o
n
n
d
e

 et les probl&e” 

.

.

.

0
 

一
三〕
f

I
 

p 
日 onnaie, pan.s. 

M
l
.
及
び 

M
o
d
e
m

 

M
onetary 

P

.s
b
l
e
3
v

 Lpndon, 

1927 
-
>
一
 
f
 

>1

。コ

Monnaie, prix et change,

> 

ed., Parlvl9

cc7

•
及
び 

M
g
n
a
i
e

 

e
t3-
^

其

の

他

€
諸

國

に

於

け

る

葙

干

の

學

考

を

觀

る

に

、

カ

ッ

セ

ル

と

同

じ

く

瑞

典

派

..
に

.屬
す

る

人

と

し

ご

は

、

ゥ

ィ

ッ

ク

ビ

V

w

i
 

W
i
c
k
s
e
l
l

と

ド
ルK

E
l
i
s
f

 h
 

v
a
n

 

D
o
r
p
s

成
說
が
あ

る

.。

ウ

ィ
ッ
ゼ
ル
I

質
力
平
價
と
國
際
收
交
の
兩
要

因

を

擧

げ

る

が

、
 

扩
君
が
ょ
り
迎
ブ
で
あ
.る
と

認
め
、
ド
ル
ブ
.は
、
ィ
レ
フ
レ
！
ン

.
3
ン
期
に
於
け
る
馨
促
落
を
ば
專
ら
貨
幣
對
價
値
の
低

下

に

歸

し 

た

.0
然
る
に
同
じ
く
端
典
派
に
屬
し
て
も
-
近
年
貿
易
理
論
家
と
し
て
著
名
に
な

り

つ

、
あ

る

オ

丨

リ

ン

B
l

l

i

n

に
在
つ
て 

は
、
各
國0

總
て
の
價
格
は
相
互
依
存
の
關
係
に
立
つ
全
價
格
體
系
の
一
部
分
を
な
す
も
の
で
あ

り

、

從
つ
て
爲
替
相
場
と
各
國
價
格 

狀
態
.とQ

間
に
一
彥
關
係
の
あ
t

と
は
承
認
す
る
、
け
れ
f

そ
れ
は
、
響

力

平

靈

Q

主
張
す
る
が
如

く

無

制

限

で

は

な

い 

と
し
、
雙
カ
平
價
說
と
讓
貸
借
說
と
が
根
本
的
に
背
馳
し
な
い
こ
と
を
斷
觉
し
て
ゐ
る
。
i

一
 

四)

(

註1

四)
K
n
u
t

 Wicksel, 

v
o
r
l
e
s
l
e
n

 

nber 

N
a
t
i
o
n
a
l
s
k
i
m
i
e
,

 Jena, 

1928; 

Elisabeth 

van 

D

J 

k 

Die 

B
e
s
t
i
3
m
l
l
n
d
e

^
 

B
a
n
d

 
广 1

9
1
9
,
1
920)

； 

B

l Ohlin, 

Interregional 

and 

Inter
national Trade, t o

a
m
b
l
i
d
g
e
f
M
a
s
s

L/ 

1933.

和
蘭
の
學
者
ブ
ル
ィ
ン
ス
o
.
名
‘ J. 

31;uins.

及
び
グ
リ
、
ッ
ク
シ
ユ
タ
ッ
ト
ff
i
-§
s
' Gl

U
c
k
s
t
a
d
t

は
共
に
力
ッ
セ
ル
說
を

 ̂

り
入
れ
、
濠
洲
の
コ
丨
ブ
ラ
ン
ド
p
 B. 

C
o
p
l
a
n
d

も
同
情
的
所
說
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
南
阿
の
レ
ー
フ
エ
ル
トR

.
 

>
. Lehfeldt 

は
、
爲
替
相
場
を
形
成
せ
し
む
る
需
要
供
給
は
長
期
的
に
は
關
係
ニ
國
の
物
價
に
依
存
し
、
短
期
的
に
は
兩
軋
の
贸
易
勘
定
に
依
存
し
、 

而
も
後
容
の
翦
要
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
、
調
和
的
な
態
度
を
！

K

し
て
居
り
*
又
#
太
利
の
フ
ォ
アB

r
u
n
o

 

F
o
i

及
び
ロ
ス
ボ
ッ
シ 

Ettore 

R
c
s
b
o
c
h

は
共
に
物
價
。
爲
替
間
の
：因
果
關
係
に
對
し
て
批
判
的
見
解
を
採
つ
て
ゐ
る
。

以
上
、
購
買
力
平
價
說
に
對
す
る
諸
家
の
見
解
を
概
觀
し
た
が
、
之
に
依
つ
て
も
、
此
の
說
の
信
奉
者
が
尠
な
か
ら
ず
存
す
る
こ
と 

を
知
る
と
同
時
に
、
論
#
の
此
の
説
に
對
す
る
態
度
は
、
貨
幣
に
關
す
る
根
本
觀
念
に
依
#
す
る
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
爲
替 

相
場
は
貨
幣
價
値
の
一
而
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
嚴
楮
な
意
味
ぬ
貨
幣
數
量
說
又
は
之
に
近
き
說
を
採
る
論
者
は
、
必 

然
購
賈
力
平
慣
說
を
受
け
容
れ
る
の
で
あ
る
が
、
貨
幣
數
量
說
を
緩
和
す
る
者
は
此
の
.說
を
修
JH
す
る
か
、
或
は
之
を
否
定
す
る
に
傾 

い
て
.ゐ
る
。
而
し
て
名
目
的
貨
幣
本
質
論
の
主
張
者
は
國
際
貸
借
說
に
赴
く
べ
き
も
の
と
層
々
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
必
ず
し
も
然
ら 

ざ
る
こ
と
が
.立
證
さ
れ
て
ゐ
るO

藍
し
.
各
目
的
見
解
と
貨
幣
數
量
說
と
の
間
に
は
、
相
瓦
に
結
合
し
得
ベ
き
密
接
な
關
聯
が
あ
る
か 

■ら
で
あ
る
0

1

方
、
金
屬
的
本
質
論
の
■主
張
#
は
國
際
貸
借
說
に
依
據
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
併
し
必
ず
し
も
さ
ぅ
で
は
な 

い
。
勿
論
、
或
る
意
味
に
於
け
る
貨
幣
數
量
說
を
容
認
し
な
が
ら
、
而
も
貨
幣
の
對
外
價
値
に
關
し
て
は
全
く
之
を
應
用
し
な
い
と
い 

ふ

、

徹

底

を

缺

く

論

背

も

な

い

，
で
は
.

な
い
。

'

以
上
の
概
觀
に
於
い
.て
は
、
膦
買
カ
平
價
說
枇
判
者
の
所
說
を
殆
ん
ど
擧
げ
な
か
つ
た
が
、
此
の
點
は
、
後
に
此
の
說
に
對
す
る
若 

.

瞵
贸
：力
平
倒
.說
序
說 

六

宄

(

七
こ
こ



膦
實
カ：

平
價
說
序
■ 

六

六

(

七
ニ 
ニ
：
>
. 

千
の
批
刺
を
試
み
る
に
當
？

言
及
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。 

. 

•.

.
四

“
.
パ
ー
ト
ソ
ン
及
び
グ
レ
ゴ
リ
ィ
說 

，嚮
き

に

、
，
ロ
‘、
パ

i

ソ
ン
及
び
グ
レ
ゴ
4
ィ
が
、
英
吉
利
の.學
者
の
中
に
在
.つ
，.て
、
率
直
明
解
に
購
貢
カ
平
價
說
を
祖
述
し
て
ゐ
る 

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
茲
に
.彼
等
の
所
說
を
窺
つ
て
置
か
う
？

先
づ
ロ
'

《

.丨
ト
ソ
ン
を
觀
る
に
''
8

1)

、

彼
は
爲
替
相
場
を
拔
、
人
爲
的
本
位(arbitrary 

standards)

の
場
合
と
金
本
位
の
1 

合

と

に

分

け

て

述

べ

て

ゐ

る

o

.

先

づ

彼

は

、

英

吉

利

及

び

ユ

ー

ト

ビ

T
と
云
ふ
が
如
き
、
相
五
に
商
業
变
通
の
行
は
れ
る
ー
画
間
に
於 

い
-て
、
爲
替
相
場
が
形
成
さ
れ
る
の
は
何
故
.で
あ
る

.

か
を
問
題
に
し
、

:

そ
れ
は
？
例
へ
ば
英
吉
利
人
に
し
て
ユ 

>

 —

ビ
ア
*

#
に
對
す 

る
«
權
を
有
し
、
之
を
處
分
し
て
英
吉
利
.貨

幣

に

換

へ

.た

い

と

希

望

す

る

者

が

あ
る
と
向
時
に
、
又
英
吉
利
貨
幣
を
有
し
て
斯
か
る
對 

ユ
ー
ト
ビ
ア
債
權
.を
得
，た
い
と
す
る
者
が
あ
る
。

ユ
ー
ト
ビ
ア
側
に
於
い
て
も
同
様
の
希
望
が
あ
る
。
即
ち
外
國
.貨
龄
に
對
す
る
需
要
. 

俱
給
が
#
す
る
か
ら
で
あ
る
.

3

日
を
明
か
に
し
、
；續
い
て
何
が
礎
と
ユ
ト
1.ブ

2'
1
ト
ビ
ア
國
貨
幣〉

と
の
間
の
爲
替
相
場
を
決
定
す 

名
か
を
論
ず
る
。
但
: ^

此
0
場
合
、
間
题
を
單
純
に
す
る
た
め
に
*.

兩

國

が

人

爲

.獨

立

の

本

位

制

度

を

有

す

る

こ
と
、
兩
國
の
貨
幣
氏
. 

■
.

が
比
較
的
安
宛
し
て
ゐ
る
と
と
、
：.雨
國
間
に
唯
數
理
的
傾
向
の
み
が
存
す
る
こ
と
、
輸
出
税
も
輸
入
.税

も

存

し

な

い
こ
と
、
此
等
を 

前

提

とし
：て
ゐ
る
。
そ
こ
で「

例
へ
ば
小
麥
ー
ク
ォ
ー
タ
ー
が
英
吉
利
に
.て
瓦
磅
、

ユ
丨
ト
ビ
ア
に
て
マ
ー
五
ユ
ト
ー
ブ
で
あ
る
と
す
れ 

ば
;'
爲
替
相
場
は

1

ユ
ト
ー
ブ=

四
志
'
又
は
：ー
礙
=
3 1

*
ユ
ト
ー
プ
に
定
ま
る
傾
向
が
あ
る
で
あ
ら
う
;0
然
る
に
若
し
、

一
ユ
ト
ー
ブ 

が
四
志
で
は
な
く
て
僅
か
三
志
に
價
す
る
時
が
あ
る
と
す
“る
と
、
A
々
は
七
五
志
を
支
出
し
て
ニ
五
ュ
ト
ー
ブ
を
買
ひ
、
比o

ュ
ト
ー

ブ
を
以
て
ュ
ー
ト
ビ
ア
國
で
一
ク
ォ
ー
タ
1
Q
.小
麥
を
仕
入
れ
、
而
し
て
之
を
英
吉
利
に
寶
れ
ば
五
磅
を
獲
、
斯
く
し
て
ニ
五
志
の
利 

胸
を
收
む
る
で
あ
ら
う
。
是
れ
に
反
し
て一

ュ
ト
丨
ブ
が
五
志
に
な
つ
た
と
す
るo

す
る
と
、
人
々
は
英
吉
利
に
於
い
.て
五
.菅

以

て
 

，小

麥

を

貢

入

れ

、

之

を

tT

丨
ト
ビ
ア
國
に
寶
れ
ばI

一

五

ュ

ト

ー

プ

の

代

金

を

得

る

の

.で

あ

る

か

ら

、

之

を

英

貨

^

換
へ
化
ば
一
一
一
五
志 

を
獲
、
こ
S

合
に
も
ニ
五
志Q

利
潤
を
收
む
る
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
兩
者
何
れQ

場

合

に

も

、

多

：數

Q

人
々
が
同
様
の
取
引
を
行 

.ふ
か
ら
、
前
者
の
場
合
に
はd

ト
ー
ブ
の
價
格
を
騰
貴
せ
し
め
、
後
者
の
場
合
に
は
之
を
引
下
时
て
、
結
局
一
ュ
ト
ー
ブ=

四
志
と
い 

ふ
舊
水
準
に
到
達
す
る
。
斯
く
し
て
吾
々
の
命
題
が
樹
立
さ
れ
る
や
う
に
思
は
れ
るO

唯
そ
れ
に
は
斯
う
一
石
ふ

/
gと
が
通
例
附
加
さ
 ̂

る
。
即
ち
、
爲
替
相
場
は
何
時
で
も
そQ

正
常
水
準
か
ら
離
反
し
得
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
はj

走
の
限
界
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
こ 

の
限
#
は
、
兩
國
間
に
最
も
多
く
輸
送
さ
る
べ
き
財
貨
に
對
し
て
課
せ
ら
れ
る
諸
褂
り
と
關
栊(

あ
る
と
す
れ
ば〕

と

の

金

額

に

依

#

 

す
る
、
と
謂
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
例
へ
ば
、
英
•
ュ
雨
國
間
に
於
け
る
小
麥
ー
ク
ォ
ー
タ

！

の
輸
送
費
が
ニ
五
志
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ュ 

ト
ー
ブ
の
價
格
は
俄
下
し
て
三
志
と
為
る
か
、
或
は
騰
貴
し
て
五
志
と
な
る
か
し
て
、
小
麥Q

何
等
の
移
動
を
招
來
せ
ず
、
'從
.，つ
て
爲 

替
の
矯
制
運
動
を
何
等
招
來
し
な
い
こ
と
が
あ
ら
う
o 

-

「

所
がf

馨

H

し
5

際
取
s

s

?
有
し
て
ゐ
る
と
す
る
と
、
右Q

場
合
に
於
い
て
何
が
原
因
で
あ
り
、
可
が
結
果
で
あ
る
か 

に
就
い
て
、
勝
亂
に
陷
る
で
あ
ら
う
0
何
故
な
ら
ば
、
譲
者
は
、

ュ
ー
ト
ビ
ア
國
貨
幣
.の
價
格
が
騰
貴
す
れ
ば
、
リ
ヴ
ァ
ー
プ
ー
レ

に
 

於
け
る
小
麥
の
價
格
が
競
つ
て
上
騰
す
る
こ
と
を
承
知
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
、
從
つ
.て
、
貿
易
品
の
價
格
を
決
定
す
る

も
の
は
爲
替 

で
、
そ
の
逆
の
過
程
で
は
な
い
と
結
論
す
る
で
あ
ら
う
。
此
の
事
は
、
個
々
の
取
引
の
場
合
に
は
眞
理
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
.經
驗
あ 

，福
買
力
取
懷
說
序
.
| 

六
-f
c
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飞
留
易
業
请
咖
激
ち
く
見
落
^
弋
：ゐ
る
所
拟
、
.若
し
斯
«
な
慣
梢
騰
貴
が
大
規
糢
祀
起
り
、
又
英
吉
利
に
f

る
貨
幣
供
給
が
何
等
變 

f

れ

な

：い

と

す

れ

ば

、

全

體

と

し

て

Q

英
吉
利
人
は
以
前
f

多
S

.
財
貨
を
f

得
な
い
で
ぁ
I

、
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
印 

ち
^
<吉
利
に
輸
入
せ
ち
れ
る
.ュ
ー
ト
ピ
ア
商
品
は
前
よ
り
も
尠
く
な
り
、

.

同
時
に
よ
い
.多
量
の
：，英

吉

利

商

品

が

ュ

ー

ト

ビ
ア
に
%

ぉ

さ 

れ

る

^
く
し
て
英
吉
禾
人
の
手
に
は
、
:'
::よ
り
多
額
:(
0
ュ
ト
ー
ブ
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

ュ
ー
ト
ビ
ア
貨
幣
を
藥
^
す
る
爲
に 

&
吉
禾
仴
に
#
し
た
困
難
が
緩
和
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
そ
こ
で

ュ
ト
ー
ブ
の
價
格
は
禅
び
下
落
し
な
け
れ
ば
な

ら

ぬ

で
あ
ら
ぅ
。
以
上 

の
如
く
ュ
ト
ー
ブ
で
表
示
さ
れ
た
貿
遏
品
の
價
楮
水
準
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
、
德
で
示
さ
れ
た
1
定
價
.格
水
準
は
英
吉
利
の
貨
幣
狀 

葡
の
如
何
に
よ
つ
て
維
特
さ
れ
得
る
の
で
あ
つ
て
、
此
の
賽
は
或
る
與
へ
ら
れ
た
爲
替
相
場
の
維
持
it
と
つ
て
本
質
的
條
中
た
る
に 

至
る
の
で
-あ
る
。 

■

「

そ

れ

故

水

兹

.K
問

題

と

し

て

ゐ

る

命

題

は

次

の

如

く

に

な

る

、

.
—
人

爲

的

本

位

制

度

を

有

す

る

ニ

國

間

の

爲

替

相

場

は

、

1 1 

國

間

に

取

r

む

さ

れ

る

財

貨

に

對

し

て

、

兩

國

貨

幣

の

有

す

る

相

對

的

購

買

力

に

依

存

す

る

。

：

•
•
爲

替

相

場

は

ま

た

' 
兩

國

に

於

^

る 

貨

幣

の

供

^
に

も

關

係

を

W
し

て

ゐ

る

の

で

あ

つ

て

、

例

へ

ば

ュ

ー

ト

ビ

ア

國

貨

幣

の

供

給

が

前

よ

り

！

一
倍
と
な
り
、

免

れ

に

反

し 

て
英
^
!
利

側

に

は

何

等

の

變

化

が

な

い

と

す

れ

ば

、

爲

替

相

場

は

ー

.磅
に

付

/1
.
ュ
ト
ー

ブ

の

代

り

に

一

〇

ュ

ト

！

プ

に

な

つ

た

と

し

て 

も

驚

く

に

觅

ら

ぬ

の

で

あ

る

。

」
c

註
ニ

)

，(

註 
一)

ロ
ハ
丨
ト
ソ
ン
は

そ
の『

貨
幣
論』

W
版(

一
九
一
一
四
部

)
に
於
い
て
は
、
第
七
章

『

外
國
爲
替』

の
中
に
_
賈
カ
平
債
說
を
述
べ 

た
の
.で
あ
る
が
、

一
九

11

八
年
の
新
版
に
於
い
て
は
、
可
な
り
改
訂
を
加
へ
、
第
四
章

『

金
本
位』

の
中
に
略
'々
同
様
の
見
解
を
與
へ
て
ゐ
る
。

、
.こ
：れ
，は
、..同

書

が
;:
»

金

本

位

の
1!
|
:.界
的
復
興
期
に
：欧
訂
さ
れ
た
か
ら
，で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、：

玆
で
.，は
此
の
新
版
に
據
る
こ
と
：、
中
るo

.

.

M
i
-

-
•;
'

p

ば̂
金
沐
位
の
.下
に
於
：い
て
‘は
ど
う
.か
とI

K

ふ
に
"
假
り
に
英
吉
利
.及
び4

1

ト
ビ
ア
國
が
金
貨
流
通
又
.は
金
塊
制
度
の
運
用
に
' 

-
iろ
て
金
本
位
'に
な
，•つ
た
と
し
て
も
、
顧
送
.の
.障
碍
を
除
い
て
.み
る
と
-
兩

國

間

の

波

常

爲

替

相

場

が

、

貿

易

品

.で

表

示

さ

れ

た

兩

國 

廣
幣
め
相
對
的
價
値
に
依
存
す
る
こ
と
は
、
.依
然
‘と
し

.

.て
眞
理
で
あ
ら
う
。
併
し
此
の
場
合
に
は
、
金
が
最
も
容
易
に
取
^
;さ
れ
る
財 

貨
中
に
加

.

は
る
，の
で
'あ
:^
か
ら
、
問
題
を
羅
に
丄
て
言
ふ
と
、
正
常
馨
相
場
は
、
金
で
表
示
さ
れ
た
兩
_
幕

の
相
對
的
價
値
に 

体

'#
す
る
？
換
言
す
れ
ば
、
兩
國
法
律
を
以
て
各
々
.の
本
位
の
！
礎
.と
し
て
規
究
さ
れ
た
金
の
量
目
に
依
#
す
る
、
と
言
ふ
こ
と
に
な 

或
せ
_現
實
の
爲
替
相
場
は
上
下
何
れ
の
方
向
.へ
も
、
兩
掘
間
の
金
輸
送
費
を
超

.

べ
て
此
の
祀
常
：水

.

準
か
ら

_

反
し
得
な
い
、
と
斯 

う
娘
：，

< 

て
も
ょ
.い
:>
と
謂
つ
I
ゐ
る
。(
P
H
D

孩
ザ
は
結
局
彼
は
:;
,'
通
,
と
同
—-
•
の
說
明
の
仕
方
に
終
つ
て
ゐ
る
。

.

.

.

.

• 

(

■
D
.
.i.

°
w
•
ぞ bssoa,. op. 

c
r
p
p
. 

73 7
4

.
…

續
い
.て
グ
レ
ゴ
リ
ー
.<
D
論
ず
.る
所
を
み
石
に
、
力.ッ
'セ
ル
の
名
..を
擧
げ
て
其
の
所
說
を
祖
述
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
..併
し
ロ
バ
ー 

ト
ソ
ン
が
_
係t

一
 
國
間
に
.取
引
さ
れ
る̂

易
品
.P
價
格
を
主
と
し
て
'调
題
と
し
て
ゐ
る
に
對
し
て
、
彼
に
於
い
て
は
、
貿
易
を
惹
起
す
る 

原
因
光
る
物
價
水
準
が
採
；り
上
げ
ら:̂
て
ゐ
る
0
.即
ち
彼
自
ら
'2
目
葉
に
依
れ
仗
、

「

爲
替
湘
場
を
決
定
す
る
生
要'原
因
.は
、

一
定
期
間 

內
に
國
撺
を
超
^
て
•卿
引
さ
^
>
金
額
の
比..で
は
な
く
、
此
等
の
貿
湯
運»

の
：，原
因
た
.る
物
價
水
準
で
.あ
る
0
今
假
り
に
多
數
の©
が 

總
ヤ
和
亙
に
關
滌
を
有#
島
も
€
せ
す
れ
»

、
同
一
貨
物
は
其
ぬ
何
れ
の
國
に
於
.い
て
も
同
.

|

價
梢
を
有
す
る
截
で
あ
る
〒
何
と
な
れ

獅
l

s

f

:m
六

九

(

セ
i
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七
0

(

七
ニ
十
、
ノ 

ば
，
装

し一.

財

貨

の
'®
格

が

何

れ

か

の 一_

に
於
い
て
他
國
に
於
け
る
よ
り
も
高
價
な
る
こ
と
運
^

»

以

上

に

及

ぶ

な

ら

ぱ

、
.
斯

る

財 

貨

が

安

個

な

她

.

か
ち
高
顧
な
地
に
移
動
す
る
は
明
か
な
事
で
あ
る
0
而

し

て

其

の

財

貨

の

，流

入

す

る

地

に

於

い

て

.

は
、貨
幣
價
应
は
满

 ̂

す
る
で
あ
ら
ラ
？
藉
し
'
j
«
幣

單

位

が

從

前

に

比

べ

：
て

|
膠

多

-'
1
:の

財

貨

士

交

換

さ

る

、
か

ら

で

あ

.る
0
然
る
に
其
の
；財
貨
の
流
出
す 

る
地
に
於
.

S
,

で
：は
、，

|

貨
幣
單
位Q

換
へ
ら
る
V
;財

貨

量

は

從

來

よ

り

減

少

す

る

.か
ら
、貨
幣
價
値
は
下
落
す
る
で
あ
ら
うO

斯
く
し
て
. 

共
通
の
物
價
水
準
が
樹
立
さ
れ
ん
と
す
る
で
あ
ら
う
。
或
は
、
貨
幣
價
値
は
相
ひ
.異
る
何
れ
の
地
に
於
い
て
も
同1

な
ら
ん
と
す
る
傾 

向
が
あ
る
と
言
つ
て
も
同
じ
事
で
あ
る
o
其

處

で

、
，或

る1國
貨
幣
の
他
國
の
貨
幣
を
以
て
表
は
さ
れ
た
價
値
は
、
之
を
以
て
膦
ひ
得 

石

財

货

量

と

，
一
^

の
割
<
ロ
に
立
0
で
あ
ら
う
0
換
言
す
れ
ば
、
；一
掘
の
.貨
幣
が
諸
外
國
の
貨
幣
の
何
れ
に
對
し
て
有
す
る
相
對
的
價
値 

も
、
件
5

一
貨
幡
間
の
相
對
的
膦
買
力
に
よ
つ
て
定
ま
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
此
等
通
貨
の
.間

の

爲

替

相

場

は

其

れ

等

の

.國

に

於

け

る
物 

價
水
準
の
比
雄
と
同1

と
な
る
で
あ
ら
う
、
と1

K

ふ
こ
と
は
容
易
に
觀
取
さ
れ
る
。

.

.

.

「

斯
る
理
論
を
綜
合
概
括
し
た
の
が
即
ち
力
ッ
セ
ル
の
說
で
あ
；
。
此
の
.說
で
は
、相
ひ
異
る
通
貨
間
の
.爲
替
相
場
は
此
等
通
貨
の
購 

'«
;

力
の
比
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
と
論
斷
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
併
し
現
在
の
ョ
ー
口
タ
パ
の
通
貨
は
其
の
發
行
國
内
に
於
て
の
み
直
接
の 

鱗

貢

力

を

有

す

る

か

ら

、
：こ
の

#

を
.明
か
に
す
る
に
は
、爲
替
相
場
は
.各
國
の
發
'行
す
る
貨
幣
數
量
の
比
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
と
言
つ 

た

方
喵
、多
少
不
精
確
な
點
は
あ
る
が
便
宜
で
あ
ら
う
。.
兎
に
角
、
ニ
國
の
物
價
水
準
の
比
率
に
よ
つ
て
與

へ
ら
る

\

M

#

相
場
を
力
ッ 

セ
ル
は
.購
買
力
平
債
と
稱
し
て
房
る
が
、
其
の
游
色
と
す
る
所
は
、
そ
れ
が
移
動
的
の
平
價
で
あ
つ
て
、
一
ー
國
に
於
け
る
物
價
水
準
の
總 

ゅ
る
變
化
に
_從
0
_て
動
榣
す
る
と
云
ふ
點
に
存
す
る
0
で
.ぁ
る
0
.し(

註
四)
而
も
グ
レ
ゴ
.リ
.

V

は
、「

職
貢
力
平
價
說
の
一
般
的
に
眞
理
で

あ
る
こ
と
は
、
.：最
早
殆
ん
ど
疑
ふ
の
余
地
が
な
い
。
今
日
經
濟
學
者
潜
の
努
め
て
居
る
所
は
、
此
の
說
の
缺
點
の
探
究
で
は
な
く
て
寧 

.:

ろ
詳
細
な
條
仲
と
精
練
と
で
あ
るj 

C

豉
五)

と
さ
へ
極
論
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

(

註
四 

V 

H
* 

w
* 

 ̂

?
 

w
o
f
e
.

(

註
五〕

rJ
w
.oregory, op. 

c
i
r

Preface to—.the

CO
E.
2

3

p
”n>
.̂

。？

然
ら
ば
1
_體
購
買
力
平
價
說
の
論
者
は
國
際
貸
借
說
を
如
何
に
批
判p

て
居
る
で
あ
ら
う
か
？

旣
に
リ
ヵ
ア
ド
ォ
.は

！

T

地
金
の
高 

價
格』

に
於
い
て
、
.ソ
オ
シ
ト
ン
の
.
2
國
の
.商
業
上
の
輸
出
入
は
、
自
然
に
そ
.れ
自
身
で
、
或
る
程
度
に
於
い
て
甲
均
す
る
。
.從
つ 

，て
貿
易
差
額
は
久
し
い
間
.一
國
に
有
利
で
あ
つ
た
技
、
又
不
利
で
あ
つ
た
り
す
る
こ
と
は
出
來
な
い」

と
い
ふ
意
見
を
引
用
し「

こ
の 

點
に
就
い
て
私
は
全
然
氏
と
同
意
見
で
あ
る
。
然
る
に
現
在
の
爲
替
は
、
決
し
て
一
時
的
の
現
象
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
ソ
オ
ン
ト
ン 

氏
の
執
犖
し
た
ー
八
〇
ニ
年
以
前
に
も
存
し
た
現
象
で
あ
る
0
而
も
そ
れ
以
後
累
進
的
に
增
加
し
て
、
今
や
そ
の
下
落
对
疋
に
十
五
乃 

至
ニ
十
バ
.

b

セ
ン
ト
に
ま
で
達
しy

ゐ
る
。
そ
れ
故
に
ソ
オ
ン
ト
ン
氏
は
、
氏
自
ら
の
原
理
に
從
o

v
、
そ
の
原
因
を
不
利
な
る
貿
易 

差
額
以
外
：の
、

一
曆
永
久
的
な
原
因
に
歸
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
氏
と
し
て
は
、
以
前
の
意
見
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
に
も
せ 

よ
*
今
日
に
於
い
て
はv

爲
替
の
卞
落
は
流
通
媒
介
物
の
減
價
に
よ
つ
て

.

の
み
說
明
せ
ら
る
べ
き

'

で
あ
る
と
い
ふ
意
見
に

*

同
意
す
る 

.

.で
あ
ら
う
と
、
私
は
信
じ
て
疑
は
な
い」

s

^

c

と
斯
う
述
べ
て
ね
る
が
、
グ
レ
ゴ
リ
ィ
も
亦
同
様
の
批
判
を
一
層
仔
細
に
カ
說
し
て 

'ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
之
を
要
約
す
る
と
、「

抑
々
.吾
人
が
現
實
の
國
際
貸
借
差
額
を
考
察
十
る
に
當
つ
て
は
、
國
際
貸
借
の
總
額
を
以 

■て
し
て
.は
^
ら
ぬ
o
寧
ろ
ブ
定
期
間
內
に
支
拂
は
る
可
そ
總
ゆ
る
種
類
の
貸
借
の
總
額
で
散
け
れ
ば
な
^-
ぬ
こ
と
は
明
が
で
あ
ぶ
。
こ 

••鮮
買
力
平
，價
說
.序
說 

七」
X

七
ニ
，
^>
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(

七
ニ
八) 

れ
は

.I
'

定
期
間
內
に
國
際
收
支
關
係

.

を
伴
ふ
可
き
國
際
貸
借
で
あ
る
0
從
つ
て『

資
借
弟
額
が
逆
で
あ
る
と
云
ふ
こ

.

と』

は
一
國
が
一 

^

期
間
内
に
史
拂
ふ
可
き
債
務
額
が
受
取
る
可
き
債
權
額
ょ
办
尠
い
こ
と
を
意
味
す
る
？
而
し
て
阈
際
貸
借
說
は
、
爲
替
相
場
の
變
動 

が
、
斯
る
貸
借
差
額
の
大
小
に
，ょ
つ
て
決
定
さ
る
も
の
と
論
斷
し
て

•

居
るo

併
し
，
貸
借
差
額
の
逆
調
な
る
.言
葉
を
斯
様
に
解
釋
ず
れ 

ば
.：一

~
ま
た
さ
ぅ

.

せ
ざ
る
を
得
な
い
が_

.

そ
0
爲
替
相
場
變
動
に
及
ぼ
ト
影
響
の
如
何
に
勘
少
で
あ
る
か
を
證
明
す
る
は
、
決
し 

.て
闲
難
で
は
な
い
。.

即
；ち
其
の
理
由
.は
簡
踩
で
ノ
斯
樣
な
意
味
の
差
額
は
歸
に
し
か
#
在
し
な
い
と
云
ふ
丈
で
あ
る
0
唯
世

人

は

-

日 

々
：
の
：差

額

士
一
定
期
間
內

の

差額

、

1
定

期

間

內

の

支

拂

差

額

總

額

と

ー

項

目

に

：就

い

て

0

そ
れ
^
を
混
同
し
て
居
る
の
で
あ
る
0.
後 

者
に
就

.

い
て
は
、
其
€>
-
項
目
が
他
の
.項
目
に
依
つ
：て
相
殺
さ
れ
得

.

る
も
の
で
あ
り
、
又
現
に
相
殺
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
#
過

.し

て

ゐ

る
 

Q

で
あ
る
。
.前
者
の
中
日

.々

の
.差
'額
に
就
い
て
は
、
そ
れ
が
所
謂
.

『

國
：際
貸
借』

と
結
び
付
け
&
れ
得る
か
の
如
く
に
取
扱
は
ん
と
す 

る
者
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
不
合
理
で
あ

'

る
。

「

併
し一

,

定
期
間
の
差
額
は
あ
0
得
る
も
の

.

で
.

あ
る
。.

け
れ
ど
も
此
の
未
決
濟
額
が
略
々
解
？

居
れ
ば
、そ
れ
と

;̂も
爲
替
相
場
を 

逆
調
な
ら
し
む
る
も
の
で
は
な
.い
。
何
と
な

'

れ
ば
、協
定
し
て
適
當
の
時
期
ま
で
其
の
支
挪
を
延
ば
.し
得
る
か
ら
で
あ
る

P

尤
も
こ
れ
は 

技
術
上
か
ら
觀
て
の
事
で
あ

.

る
が
、
：理
論
上
か
ら
言
つ
て
も
全
く
同
様
で
あ
る
。
併
し
一
定
期
間
の
差
額
に
歸
因
す
る
爲
替
相
場
の
變 

動

に

は

：
，相

場

の

騰

落

が

差

額

に

及

ぼ

す

反

動

作

用

に

ょ

つ

て

V

貸
借
額
に
增
減
が
惹
き
起
さ
れ
る
か
ら
、
限
度
が
存
す
る
の
で
あ
る
。 

仞
へ
ば
八
ぉ

~

國

間

：
の

相

場

が

漱

次

<

に
逆
調
を
承
す
と
す
る
0
其
の
結
果
は
、

一
般
的
に
言
へ
ば
他
の
事
情
に
し
て
等
し
き
限
り
、 

斯
る
相

蓮

落

の.

起
ら
ぬ
場
合
に
然
る
べ
き
よ
わ
も
遙
か
に
迅
速
に
八
か
ら
迟
に
富
源
が
：輸
送

a

れ
、
以
て
.差
額
の

.

決
濟
が
實
行
さ
れ

る
で
あ
ら
う
。
斯
る
富
源
の
移
轉
は

A

か
ら

B

へ
の
輸
入
促
進
の
形
式
を
採
る
'こ

と

も

あ

ら

う

し

、

又

^

か

ら

八

へ

の

輸

入

阻

害

の

形 

式
を
採
る
こ
と
も
あ
ら
う

が
、
兎
に
角
財
貨
も
勞
務
も
固
定
財
產
も
八
か
ら
^
の
所
有
に
移
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
し
て
人
の
支
拂
差
額 

は
そ
れ
丈
相
殺
さ
れ
て
了
ふ
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
支
拂
差
額
が
存
す
る
な
ら
ば
、
其
の
存
在
す
る
こ
と
そ
れ
启 

體
が
之
を
減
少
せ
し
む
べ
き
諸
々
の
力
を
發
生
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
併
し
、
此
の
場
合
國
際
貸
借
說
論
容
の
极
本
的
誤
謬
は
貸
借
差
額 

の
逆
調
を
以
て
爲
#.
相
場
低
落
の
主
要
原
因
と
，認
む
る
點
に
在
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
全
く
本
末
を
轉
韻
せ
る
も
の
で
あ
る
O

J

g

s 
(

誰
六)
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.44

.

'

以
上
は
膦
貿
ヵ
平
價
說
の
國
際
貸
借
說
に
對
す
る
一
駿
論
の
概
要
で
あ
る
。
元
々
購
買
力
平
價
說
は
紙
幣
本
位
國
の
爲
替
相
場
の
低 

落
を
說
明
せ
ん
と
し
て
產
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
こ
れ
が
祖
述
#
は
廣
く
一 

般
爲
替
相
場
の
場
合
に
之
を
適
用
す
る
に
至
っ
て 

ゐ
る
。
蔻
し
、
爲
替
相
場
が
貨
幣
の
對
內
價
値
に
依
存
す
る
と
な
す
以
上
、
本
位
制
度
の
種
類
に
依
っ
て——

假
令
異
る
種
類
の
下
で 

は
其
の
制
約
條
件
に
相
違
は
あ
る
と
し
て
も
I

或
は
之
を
適
用
し
或
は
之
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
理
論
の
一
貫
を
缺
く
こ
と
、
な
る 

か
ら
で
あ
る
。

(

附
記〕

本
稿
は
摘
ほ
、
若
干
の
獨
逸
系_
賈
カ
平
價
說
を
擧
げ
、
反
對
論
渚
の
所
言
を
參
照
し
な
が
ら
此
の
說
の
前
提
を
吟
味
し
、
且
っ
此
の 

'

說
の
恶
礎
理
論
た
る
貨
幣
數
嚴
說
と
の
關
聯
に
於
い
て
檢
討
を
加
へ
る
計
蠻
で
あ
っ
た
が
、
時
日
と
紙
幅
の
餘
裕
を
缺
く
に
至
っ
た
か
ら
、
そ 

れ
等
の
激
は
別
の
機
會
に

41

述
す
る
こ
と
、
す
る
。 

‘

腿
貴
力
平
價
說
序
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